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▲支給品の説明を受ける新一年生



過去最大の大型予算過去最大の大型予算過去最大の大型予算

244,515 523,524

教
育
費

民
生
費

15.7%

33.5%

本
年
度
当
初
予
算
総
額
は

1
5
6
億
2
0
0
万
円
で
前

年
同
期
比
10
・
9
％
、
15
億

3
0
0
0
万
円
増
と
過
去
最

大
の
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

歳
入
予
算
で
は
、
自
主
財

源
の
柱
で
あ
る
市
税
収
入
は

前
年
度
比
0
・
3
％
増
の
25

億
1
0
0
0
万
円
を
計
上
。

ま
た
、
引
き
続
き
好
調
な

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
は
前

年
度
比
42
・
9
％
増
の
10
億

円
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

繰
入
金
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
比
5
・
7
％
増
の
12
億

9
1
0
0
万
円
が
基
金
か
ら

繰
り
入
れ
ら
れ
て
、
自
主
財

源
比
率
は
、
前
年
度
比
3
億

9
4
0
0
万
円
増
で
36
・

7
％
と
な
っ
た
。

地
方
交
付
税
は
前
年
比
6

0
0
0
万
円
減
の
43
億
5
0

0
0
万
円
。

市
債
は
1
8
4
・
1
％
増

の
18
億
9
8
0
0
万
円
が
計

上
さ
れ
、
依
存
財
源
比
率
は

63
・
3
％
で
前
年
比
13
％
増

の
98
億
7
2
0
0
万
円
と

な
っ
た
。

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、

家
族
介
護
支
援
対
策
事
業
や

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生

等
の
医
療
費
助
成
事
業
な
ど

民
生
費
の
支
出
が
33
・
5
％

を
占
め
て
い
る
。

災
害
廃
棄
物
の
1
次
仮
置

き
場
な
ど
と
し
て
使
う
大
草

野
防
災
広
場
整
備
事
業
な
ど

の
総
務
費
が
14
・
6
％
。

ま
ち
か
ど
安
全
対
策
事
業

や
市
道
調
査
、
改
良
な
ど
の

土
木
費
が
7
・
1
％
。

う
れ
し
の
茶
海
外
販
路
開

拓
戦
略
事
業
、
ま
た
、
う
れ

し
の
産
う
ま
か
も
ん
給
食
支

援
事
業
な
ど
の
農
林
水
産
業

費
が
5
・
6
％
。

合
併
以
前
か
ら
懸
案
で

あ
っ
た
源
泉
集
中
管
理
事
業

や
ま
ち
な
か
広
場
整
備
な
ど

の
商
工
費
は
2
・
8
％
。

市
総
合
体
育
館
（
仮
称
）

と
う
れ
し
の
市
民
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
を
集
約
し
て
一
カ

所
に
整
備
す
る
事
業
、
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存

修
理
事
業
、
大
学
生
等
海
外

留
学
助
成
金
事
業
な
ど
の
教

育
費
は
15
・
7
％
。

こ
の
他
に
、
市
債
な
ど
の

返
済
財
源
と
し
て
の
公
債
費

8
・
7
％
な
ど
で
あ
る
。

今
年
度
当
初
予
算
は
、
箱

物
（
ハ
コ
モ
ノ
）
建
設
で
市

債
が
大
幅
に
増
加
し
て
お

り
、
今
後
の
市
政
の
推
移
を

議
会
と
し
て
厳
し
く
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。

借
金
や
地
方
交
付
税
頼
み

自自
主主
財財
源源
はは
3366
・・
77
％％

▲当初予算を審議中の市議会

当
初
予
算
の
概
況

２



156億の 過去最大の大型予算

借金負担（公債費）
50,347円

民生費
194,351円

教育費
90,773円

商工費
16,035円

土木費
40,872円

農林水産業費
32,556円

市税負担 （1人当たりの人口割） 93,215円

1人当りの総額
579,203円

（単位：万円）
435,000 251,094 189,850 187,377 129,107 116,746 43,192 63,510 87,697 102,951 110,095 135,619 227,891

地
方
交
付
税

市
税

市
債（
借
金
）

国
庫
支
出
金

繰
入
金

県
支
出
金

商
工
費

消
防
費

農
水
費

衛
生
費

土
木
費

公
債
費(

借
金
返
済
）

総
務
費

27.9%

16.1%
12.2%12.0%

8.3% 7.5% 2.8% 4.1% 5.6% 6.6% 7.1%

8.7% 14.6%

歳 入 歳 出

平
成
２９
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
２７
日
に
招
集
さ
れ
、
３

月
２１
日
ま
で
２３
日
間
の
日
程
で
開
催
し
た
。

今
議
会
で
は
平
成
２８
年
度
補
正
予
算
、
平
成
２９
年
度
一
般
会

計
予
算
、
特
別
会
計
予
算
、
条
例
の
制
定
お
よ
び
条
例
の
一
部

改
正
な
ど
２９
の
議
案
が
上
程
さ
れ
た
。

ま
た
、
３
月
６
日
に
一
般
会
計
補
正
予
算
、
嬉
野
市
教
育
委

員
の
任
命
に
つ
い
て
の
２
件
が
追
加
提
案
さ
れ
た
。

３
月
２１
日
に
は
、
議
員
発
議
第
１
号
が
提
出
さ
れ
た
が
賛
成

少
数
で
否
決
し
、
３１
の
議
案
を
慎
重
審
議
の
結
果
、
賛
成
多
数

を
含
め
、
全
て
の
議
案
を
可
決
し
た
。

（
賛
否
表
は
Ｐ
11
）

一
般
質
問
は
議
長
を
除
く
１７
名
の
議
員
中
、
１５
名
が
３
日
間

に
わ
た
り
登
壇
し
、
市
長
は
じ
め
執
行
部
に
対
し
、
政
策
提
案

や
鋭
い
指
摘
を
活
発
に
お
こ
な
っ
た
。
（
一
般
質
問
は
Ｐ
13
）

平成29年度
一般会計大丈夫か
前年度比

１０．９％増

２．７％減

３．８％減

３．７％増

１４．９％増

５１．１％増

１２．９％減

２６．９％減

６５．３％減

０．８％増

０．７％減

３０．８％減

２５．６％減

予算額

１５６億２００万円

４４億７２５８万円

３億３３６４万円

３億６１４２万円

３億９９７２万円

１億３７０５万円

９８４２万円

７８６７万円

２億３１８６万円

６億５１６８万円

６億３７５３万円

１億８６３９万円

４億８０９万円

会計名

一般会計

国民健康保険

後期高齢者医療

農業集落排水

公共下水道事業費

浄化槽事業費

第７土地区画整理事業

第８土地区画整理事業

嬉野温泉駅周辺土地
区画整理事業費

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

特
別
会
計

水
道
事
業

市民（26，937人）の一般会計状況

当
初
予
算
の
概
況

３



第２次総合計画が本格化
平成３０年６月に策定完了

総務・企画

大
草
野
地
区
に
防
災
広
場
を
整
備

教育・文化

総
合
体
育
館
を
建
設

農林・水産

学
校
給
食
に
米
代
を
補
助

市
政
運
営
の
根
本
で
あ
る

嬉
野
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
の
最
終
年
度
に
入
り
、

計
画
の
総
仕
上
げ
と
な
る
。

第
2
次
総
合
計
画
の
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
意

見
を
反
映
す
る
た
め
、
嬉
野

市
総
合
計
画
審
議
会
を
開
催

し
て
、
調
査
及
び
審
議
が
実

施
さ
れ
る
。
策
定
予
算
に
は

2
8
6
万
円
を
計
上
。

昨
年
の
熊
本
大
分
地
震
を

教
訓
と
し
て
、
災
害
時
に
発

生
す
る
廃
棄
物
の
仮
置
き
場

を
大
草
野
地
区
に
備
え
る
防

災
広
場
整
備
事
業
費
に
1
2

4
9
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

今
回
、
公
用
車
に
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
搭
載
し
、

市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
を
走

行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪

抑
止
力
の
強
化
と
安
全
運
転

の
推
進
を
目
的
と
す
る
予
算

に
1
4
9
万
円
を
計
上
。

子
ど
も
た
ち
の
使
え
る
遊

具
が
不
足
し
て
い
る
中
央
公

園
に
遊
具
の
追
加
費
用
で
1

0
0
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

公
共
施
設
等
適
正
管
理
推

進
事
業
債
を
利
用
し
、
老
朽

化
し
た
嬉
野
市
体
育
館
及
び

嬉
野
公
民
館
を
一
カ
所
に
整

備
統
合
す
る
。
新
し
い
嬉
野

市
総
合
体
育
館（
仮
称
）の
建

設
事
業
費
に
13
億
6
7
3
7

万
円
。
う
れ
し
の
市
民
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
の
建
設
費
に

2
億
1
0
5
3
万
円
計
上
。

今
後
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
佐

賀
国
体
関
連
の
事
業
に
も
積

極
的
に
推
進
さ
れ
る
予
定
。

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少

等
に
よ
り
継
承
が
難
し
く

な
っ
た
伝
統
芸
能
を
、
当
該

小
学
校
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
共
同
し
て
継
承
者
の
育
成

を
目
的
と
し
て
、
20
万
円
が

予
算
計
上
さ
れ
た
。

保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園

に
お
け
る
防
犯
対
策
を
強
化

す
る
た
め
、
非
常
通
報
装
置

や
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
外

灯
等
の
設
置
修
繕
の
安
全
対

策
に
要
す
る
補
助
と
し
て
、

予
算
6
7
5
万
円
を
計
上
。

「
う
れ
し
の
産
う
ま
か
も

ん
給
食
支
援
事
業
」
は
、
こ

れ
ま
で
地
元
農
産
物
の
補
助

を
行
っ
て
い
た
が
、
主
食
と

な
る
米
代
に
対
し
て
も
補
助

を
行
い
、
地
産
地
消
の
拡
大

を
図
る
。
事
業
費
に
1
5
2

8
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

「
さ
が
園
芸
農
業
者
育
成

対
策
事
業
」は
、農
業
者
が
組

織
す
る
団
体
や
農
業
協
同
組

合
等
に
対
し
て
県
単
事
業
の

制
度
で
補
助
が
行
わ
れ
る
。

事
業
費
は
2
7
3
7
万
円
を

計
上
。

「
農
村
地
域
防
災
減
災
事

業
」
と
し
て
、
総
合
的
な
防

災
・
減
災
対
策
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、耐
震
調
査
や
実

施
計
画
書
作
成
が
行
わ
れ
る
。

事
業
費
は
2
0
3
0
万
円
。

「
林
地
台
帳
整
備
事
業
」

は
、
森
林
法
の
改
正
に
よ
り

林
地
台
帳
及
び
地
図
を
市
町

村
に
お
い
て
整
備
す
る
こ
と

を
義
務
付
け
、
事
業
費
に
3

4
0
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。 ▲大草野の防災広場予定地

予
算
の
な
か
み

４



観光・商工源泉集中管理で情報の一元化

保健・福祉

子
ど
も
の
貧
困
対
策
で
給
付
金

建設・都市計画

市
道
の
安
全
対
策
工
事
を
実
施

温
泉
資
源
の
保
全

を
目
的
と
し
た
、「
源

泉
集
中
管
理
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」

の
実
施
設
計
を
行

い
、
源
泉
情
報
の
一

元
化
で
、
各
源
泉
状

況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
把
握
し
温
泉
資
源

の
保
全
対
策
が
行
わ

れ
る
。
事
業
費
に
1

3
5
0
万
円
を
計
上
。

今
回
、
寄
付
物
件

と
し
て
土
地
の
提
供

が
あ
っ
た
物
件
に
つ

い
て
緑
地
等
景
観
整

備
事
業
の
中
で
、
観

光
地
で
の
ま
ち
歩
き

や
憩
い
の
場
創
出
と
し
て
整

備
す
る
事
業
費
に
1
0
0
万

円
計
上
さ
れ
た
。

外
国
人
来
訪
者
を
は
じ
め

と
す
る
観
光
客
等
へ
の
観
光

関
連
施
設
で
の
お
も
て
な
し

の
向
上
を
図
り
、
観
光
客
の

支
払
い
の
利
便
性
の
た
め
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
シ
ス
テ
ム

の
導
入
へ
の
機
器
整
備
等
費

用
の
補
助
が
行
わ
れ
る
。
事

業
費
と
し
て
10
万
円
を
計
上
。

子
ど
も
の
貧
困
問
題
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
中
、
平

成
28
年
度
か
ら
実
践
さ
れ
た

「
ひ
と
り
親
子
育
て
世
帯
応

援
給
付
金
事
業
」で
、母
子
・

父
子
家
庭
で
就
学
前
の
子
ど

も
が
い
る
世
帯
に
対
し
て
、

新
年
度
も
給
付
金
に
4
2
0

万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

日
常
生
活
上
の
支
援
が
必

要
な
高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
き
が
い
を
持
っ

て
在
宅
生
活
を
過
ご
さ
れ
る

よ
う
「
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
」
と
し
て
1
9
1
0
万

円
が
計
上
。

国
民
医
療
費
が
増
大
す
る

中
、
各
種
検
診
の
受
診
の
機

会
を
も
う
け
る
と
と
も
に
、

そ
の
費
用
の
助
成
が
行
わ
れ

る
。今

回
か
ら
、
ピ
ロ
リ
菌
感

染
検
査
が
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
査
へ
と

変
わ
り
、
早
期
発
見
・
早
期

治
療
を
促
し
健
康
長
寿
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
。
事
業

費
は
4
7
2
万
円
が
計
上
さ

れ
た
。

新
規
事
業
と
し
て
の
「
ま

ち
か
ど
安
全
対
策
事
業
」
は

事
故
の
危
険
性
が
あ
る
市
道

に
つ
い
て
、
応
急
的
・
簡
易

的
な
安
全
対
策
工
事
を
行
い

交
通
事
故
防
止
を
図
る
。
事

業
費
は
4
0
0
万
円
を
計
上
。

社
会
資
本
整
備
総
合
事
業

（
都
市
再
生
整
備
）
で
、
市

道
本
通
り
線
に
お
け
る
歩
行

者
の
安
全
確
保
や
快
適
で
魅

力
的
な
道
路
空
間
の
創
出
を

目
的
と
し
て
社
会
実
験
調
査

が
行
わ
れ
る
。
事
業
費
に
6

0
0
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
き
予
防
保
全
的
な
補

修
や
計
画
的
な
架
け
替
え
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
今

回
も
継
続
事
業
で
7
0
6
0

万
円
予
算
計
上
。

水
道
水
源
保
護
事
業
と
し

て
水
源
地
の
上
流
に
水
質
汚

濁
の
あ
る
施
設
の
建
設
に
規

制
を
か
け
る
区
域
を
定
め
る

事
業
費
と
し
て
80
万
円
が
計

上
さ
れ
た
。

▲賑わった宵の美術館「なまずの寝床」

▲道路整備が望まれる嬉野温泉商店街

予
算
の
な
か
み
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嬉
野
市
総
合
体
育
館
を
建
設

う
れ
し
の
市
民
セ
ン
タ
ー
も
併
設

嬉
野
市
総
合
体
育
館
及
び

う
れ
し
の
市
民
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）建
設
事
業
に

１５
億
７
７
９
０
万
円

問
今
回
ど
う
し
て
建
て
替

え
る
の
か
。

答
公
共
施
設
等
適
正
管
理

推
進
事
業
費
（
公
共
施
設
の

集
約
化
を
目
的
と
し
た
今
年

度
限
り
の
有
利
な
借
入
）
を

利
用
し
て
、
老
朽
化
し
た
社

会
体
育
館
と
嬉
野
市
体
育
館

の
集
約
と
老
朽
化
し
た
嬉
野

公
民
館
及
び
勤
労
者
福
祉
研

修
所
を
統
合
し
、
同
時
に
建

て
替
え
る
も
の
で
あ
る
。

問
場
所
は
ど
こ
か
。

答
旧
嬉
野
小
学
校
跡
地
に

建
て
る
予
定
だ
。

大
草
野
防
災
広
場

整
備
事
業
と
し
て

１
２
４
９
万
円

問
こ
の
事
業
の
目
的
は
。

答
災
害
発
生
時
の
災
害
廃

棄
物
（
が
れ
き
）
第
一
次
仮

置
き
場
と
し
て
、
平
時
は
災

害
訓
練
用
と
し
て
位
置
付
け

て
い
る
。

問
こ
の
事
業
の
い
き
さ
つ

は
。

答
防
災
広
場
整
備
を
地
元

が
要
望
し
て
い
た
。

問
今
後
の
計
画
は
。

答
小
学
校
区
程
度
を
範
囲

と
し
て
防
災
広
場
の
整
備
を

進
め
て
い
き
、
災
害
へ
の
備

え
と
し
た
い
。

嬉
野
医
療
セ
ン
タ
ー
跡
地

利
活
用
基
礎
調
査
業
務
で

４
３
２
０
万
円

問
こ
の
業
務
の
内
容
は
。

答
現
状
把
握
と
関
連
計
画

や
市
民
ニ
ー
ズ
・
参
考
事
例

等
を
研
究
し
、
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性
を
含
め
た
跡
地
利

活
用
を
検
討
す
る
た
め
の
基

礎
調
査
で
あ
る
。

問
今
後
の
予
定
は
。

答
平
成
29
年
度
中
に
方
向

性
を
ま
と
め
て
、
平
成
30
年

6
月
議
会
に
計
画
を
提
案
し

た
い
。

問
売
却
も
考
え
て
い
る
の

か
。

答
そ
れ
も
含
め
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

伝
統
芸
能
継
承
事
業
に

２０
万
円

問
対
象
と
な
る
伝
統
芸
能

は
何
か
。

答
佐
賀
県
重
要
無
形
文
化

財
で
あ
る
吉
田
両
岩
地
区
の

小
浮
立
の
保
存
継
承
活
動
で

あ
る
。

問
事
業
の
委
託
先
は
。

答
個
別
の
団
体
へ
の
補
助

金
で
は
な
く
、
該
当
地
区
小

学
校
及
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
の
共
同
事
業
に
対
す

る
も
の
で
あ
り
、
継
承
者
の

増
加
を
目
指
し
て
い
る
。

生
活
支
援
体
制

整
備
事
業
と
し
て

１
９
１
０
万
円

問
こ
の
事
業
の
目
的
は
。

答
生
活
支
援
や
介
護
予
防

の
体
制
を
整
え
る
た
め
、
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
地
域
支
え
あ
い
推
進
員
）

を
配
置
し
て
支
援
体
制
の
充

実
・
強
化
を
図
る
こ
と
で
あ

る
。

問
具
体
的
に
は
。

答
市
内
全
域
を
管
轄
す
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
1
人

置
き
、
そ
の
下
に
中
学
校
区

単
位
で
3
人
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
置
い
て
、
協
議

体
を
設
置
し
、
取
り
組
む
。

▲総合体育館・市民センター（仮称）完成予想図

予
算
集
中
審
議
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イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

シ
ス
テ
ム
推
進
事
業
で

２
３
０
万
円

問
ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

答
特
別
な
支
援
が
必
要
な

子
ど
も
に
早
期
か
ら
の
就
学

相
談
や
生
活
支
援
を
す
る
た

め
に
、
幼
稚
園
や
保
育
所
等

を
訪
問
し
、
情
報
交
換
の
充

実
を
図
り
、
教
育
部
局
と
の

連
携
を
と
り
な
が
ら
支
援
し

て
い
く
も
の
で
あ
る
。

問
以
前
、
教
育
部
局
に

あ
っ
た
早
期
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
同
じ
内
容
か
。

答
そ
う
で
あ
る
。
子
育
て

支
援
の
施
策
で
や
っ
て
も
ら

う
こ
と
に
な
っ
た
。

う
れ
し
の
産
う
ま
か
も

ん
給
食
支
援
事
業
に

１
５
２
８
万
円

問
大
き
く
増
額
さ
れ
て
い

る
が
。

答
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

か
ら
1
3
0
0
万
円
を
財
源

と
し
て
活
用
し
、
学
校
給
食

の
主
食
で
あ
る
地
元
産
の
米

の
購
入
費
に
充
て
た
も
の
で

あ
る
。

問
保
護
者
が
食
材
費
と
し

て
負
担
し
て
い
る
給
食
費
は

安
く
な
る
の
か
。

答
現
在
の
給
食
費
の
1
割

位
は
、
安
く
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

嬉
野
美
白
温
泉

事
業
と
し
て

２
２
０
万
円

問
事
業
の
い
き
さ
つ
は
。

答
嬉
野
温
泉
の
美
肌
（
美

白
）
効
果
を
美
容
意
識
の
高

い
地
域
（
タ
イ
国
等
）
へ
情

報
発
信
・
観
光
Ｐ
Ｒ
す
る
外

国
人
観
光
誘
客
事
業
委
託
業

務
で
あ
る
。
自
治
体
国
際
化

協
会
助
成
金
を
活
用
し
た
国

際
観
光
産
業
戦
略
事
業
の
一

環
と
し
て
取
り
組
む
。

問
委
託
先
は
ど
こ
か
。

答
チ
ラ
シ
や
映
像
は
そ
の

専
門
業
者
に
委
託
し
、
国
内

や
外
国
（
現
地
）
の
旅
行
業

者
等
複
数
を
考
え
て
い
る
。

源
泉
集
中
管
理
事
業
で

１
３
５
０
万
円

問
事
業
の
内
容
は
。

答
温
泉
資
源
の
保
全
を
目

的
と
し
た
源
泉
集
中
管
理
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
て
、
合
併
特
例
債

を
活
用
し
、
3
年
を
か
け
て

行
う
予
定
で
あ
る
。

問
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
の
仕
組
み
は
。

答
市
内
各
源
泉
に
水
位
・

流
量
等
の
状
況
監
視
計
器
等

を
設
置
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
を
利
用
し
た
源
泉
の
一

元
的
な
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム

の
こ
と
で
あ
る
。

ま
ち
な
か
広
場
整
備
に

１
０
０
万
円

問
事
業
の
い
き
さ
つ
は
。

答
平
成
27
年
11
月
、
市
に

寄
付
さ
れ
た
80
坪
程
の
土
地

を
ま
ち
な
か
広
場
と
し
て
今

年
か
ら
次
年
度
に
か
け
て
整

備
を
す
る
。

問
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る

の
か
。

答
市
民
や
観
光
客
の
た
め

に
ま
ち
な
か
緑
化
等
景
観
整

備
を
行
い
、
イ
ベ
ン
ト
や
ま

ち
歩
き
、
憩
い
の
場
と
し
て

活
か
し
た
い
。

問
既
存
の
倉
庫
は
。

答
そ
の
ま
ま
活
用
す
る
。

ま
ち
か
ど
安
全

対
策
事
業
と
し
て

４
０
０
万
円

問
事
業
の
目
的
は
。

答
事
故
の
危
険
性
が
あ
る

個
所
に
お
い
て
、
応
急
的
処

理
、
ま
た
は
簡
易
的
な
安
全

対
策
工
事
を
行
い
、
交
通
事

故
防
止
に
役
立
て
た
い
。

問
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

工
事
に
な
る
の
か
。

答
大
が
か
り
な
工
事
は
市

道
改
良
工
事
で
行
い
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

設
置
は
施
設
工
事
で
行
う
。

こ
の
事
業
は
側
溝
蓋
や
区
画

線
の
設
置
、
段
差
解
消
な
ど

の
安
全
対
策
工
事
を
行
う
。

大
学
生
等
海
外
留

学
助
成
金
事
業
で

７２
万
円

問
こ
の
事
業
が
目
指
す
も

の
は
。

答
市
内
に
居
住
す
る
大
学

生
等
の
海
外
留
学
を
促
進
し

て
、
国
際
的
視
野
を
持
っ
た

人
材
の
育
成
を
目
指
す
。

問
助
成
の
要
件
は
。

答
別
に
定
め
る
嬉
野
市
大

学
生
等
留
学
助
成
金
支
給
要

綱
の
条
件
を
満
た
す
者
で
あ

る
。

問
何
人
程
を
見
込
ん
で
い

る
の
か
。

答
今
年
度
に
2
名
を
考
え

て
い
る
。

金 額
３００万円

１，００１万円
１，０００万円
３，０００万円
４，３１２万円
６，９１７万円
６，１２８万円
２，４３３万円

２億１，０００万円
２，５５０万円
４，７３６万円
２，０３０万円

項 目
ため池等環境保全事業
路線価評価替時点修正業務
嬉野デザインウィーク事業
定住促進奨励金
乳幼児医療費助成事業
小・中・高校生等医療費助成事業
放課後児童健全育成事業
がん検診事業
中小企業融資資金貸付事業
街路整備
学校施設改修（五町田小・吉田小）
都市公園安全・安心対策

その他の主な予算

▲段差の解消をしたい道路

予
算
集
中
審
議

７



ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
大
幅
増
に

総
額
で
１７
億
４
２
０
０
万
円

ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
で

８
０
０
０
万
円

問
今
回
の
補
正
額
は
。

答
29
年
1
月
か
ら
3
月
末

ま
で
の
寄
附
の
見
込
額
で
あ

る
。

問
こ
れ
ま
で
の
寄
附
金
の

状
況
は
。

答
昨
年
の
11
月
末
で
約
8

億
円
で
あ
り
、
12
月
だ
け
で

さ
ら
に
約
8
億
円
の
寄
附
金

が
寄
せ
ら
れ
た
。
今
年
度
も

多
く
の
寄
附
が
あ
り
、
今
回

の
補
正
を
含
め
て
約
17
億
4

千
万
円
と
な
る
。

固
定
資
産
税が

増
額

４
１
８
４
万
円

問
固
定
資
産
税
と
は
。

答
固
定
資
産
の
課
税
対
象

は
土
地
・
家
屋
・
有
形
償
却

資
産
で
、
こ
の
う
ち
土
地
と

家
屋
に
つ
い
て
は
登
記
簿
等

で
実
態
を
把
握
す
る
が
、
償

却
資
産
に
つ
い
て
は
申
告
に

よ
り
把
握
す
る
。

問
増
額
の
要
因
は
。

答
平
成
28
年
度
は
、
太
陽

光
発
電
の
申
請
や
償
却
資
産

の
申
請
額
が
、
昨
年
度
よ
り

30
％
増
加
し
、
約
4
千
1
8

4
万
円
増
の
11
億
5
0
9
0

万
円
と
な
る
。

資
金
運
用
収
入

と
し
て

４
４
６
５
万
円

問
事
業
の
内
容
は
。

答
嬉
野
市
の
資
金
運
用
状

況
は
、
約
60
億
円
の
基
金
を

政
府
系
金
融
機
関
で
運
用
し

て
い
る
が
、
10
年
国
債
や
20

年
国
債
な
ど
を
購
入
し
運
用

し
て
い
る
。

問
運
用
の
状
況
は
。

答
手
持
ち
の
国
債
3
億
円

を
売
却
し
、
4
4
6
5
万
円

の
運
用
益
を
出
し
て
い
る
。

問
今
後
の
運
用
は
。

答
限
度
を
10
億
円
と
し
、

手
堅
い
方
法
で
、
運
用
益
を

確
保
し
て
い
く
。

臨
時
福
祉

給
付
金
事
業
に

１
億
２
１
０
万
円

問
事
業
の
内
容
は
。

答
消
費
税
引
上
げ
に
よ
る

影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
低

所
得
の
方
に
対
し
、
臨
時
的

な
措
置
と
し
て
福
祉
給
付
金

が
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。

問
支
給
の
時
期
は
。

答
5
月
か
ら
個
人
に
通
知

し
、
申
請
書
受
付
次
第
、
6

月
よ
り
順
次
支
給
す
る
。

問
事
業
の
目
的
は
。

答
社
会
全
体
の
所
得
の
底

上
げ
と
低
所
得
者
の
安
心
感

を
確
保
す
る
た
め
。

３３１９万円を補正
一般会計総額で１６６億５０１５万円に

臨時福祉給付金事業を含め

▲臨時福祉給付金のホームページ

補
正
予
算
審
議
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商
店
街
空
き
店
舗

対
策
事
業
で

１
０
０
万
円
の
減

問
事
業
の
内
容
は
。

答
商
店
街
の
空
き
店
舗
を

活
用
し
、
商
店
街
の
活
性
化

を
図
る
た
め
の
事
業
を
行
う

嬉
野
市
商
工
会
の
事
業
を
支

援
す
る
。

問
商
工
会
の
事
業
と
は
。

答
商
店
街
の
空
き
店
舗
を

活
用
す
る
事
業
者
に
、
改
装

費
等
を
補
助
す
る
。

問
減
額
の
理
由
は
。

答
嬉
野
温
泉
商
店
街
、
塩

田
津
商
店
街
の
2
カ
所
を
予

定
し
て
い
た
が
、
一
カ
所
の

申
請
と
な
り
減
額
。

大
会
等
誘
致

対
策
事
業
に

９５
万
円

問
事
業
の
目
的
は
。

答
全
国
各
地
か
ら
市
内
宿

泊
の
修
学
旅
行
誘
致
を
目
的

と
し
、
団
体
観
光
の
増
大
を

図
る
。

問
事
業
の
内
容
は
。

答
延
べ
30
泊
以
上
の
市
内

宿
泊
施
設
を
利
用
す
る
修
学

旅
行
を
誘
致
し
た
旅
行
業
者

へ
宿
泊
数
区
分
に
応
じ
補
助

金
を
交
付
す
る
。

問
補
助
金
の
詳
細
は
。

答
30
泊
以
上
1
万
円
で
宿

泊
数
を
区
分
し
、
4
0
0
泊

以
上
は
5
万
円
と
し
て
い

る
。子

ど
も
医
療
費

助
成
と
し
て

１
８
２
万
円

問
事
業
の
内
容
は
。

答
0
歳
か
ら
就
学
前
の
子

ど
も
に
要
す
る
医
療
費
を
助

成
し
、
病
気
の
早
期
発
見
と

早
期
治
療
を
促
進
し
、
子
ど

も
の
保
健
の
向
上
と
福
祉
の

増
進
を
図
る
。

問
助
成
費
は
。

答
全
医
療
費
が
助
成
対
象

と
な
る
。

窓
口
で
定
額
一
部
払
方
式

通
院

上
限
5
0
0
円

（
2
回
目
の
受
診
ま
で
）

入
院

上
限
1
0
0
0
円

（
各
一
人
あ
た
り
）

う
れ
し
の
茶
海
外

販
路
開
拓
に

１
３
４
万
円
の
減

問
減
額
補
正
の
要
因
は
。

答
ジ
ェ
ト
ロ
の
支
援
を
受

け
て
海
外
出
品
に
向
け
た
研

修
会
や
展
示
会
な
ど
に
取
り

組
ん
だ
が
、
商
談
会
開
催
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。

問
今
後
の
展
開
は
。

答
嬉
野
市
の
地
方
創
生
に

よ
る
、
う
れ
し
の
茶
の
輸
出

実
現
に
向
け
て
、
市
内
の
生

産
者
や
流
通
業
者
の
組
合
や

企
業
な
ど
関
係
者
と
と
も
に

国
内
外
の
調
査
を
行
い
、
う

れ
し
の
茶
の
海
外
販
路
開
拓

に
取
り
組
む
。

項 目 金 額

耐震対策緊急促進事業 △１３８６万円

子育て支援（施設型給付費） ６８５万円

障がい児保育 ４９０万円

妊婦健康診査 １４０万円

有害鳥獣被害防除対策 １６８万円

農地農業用施設災害復旧 １４４０万円

総 額
１６６億５０１５万円

４９億１６４４万円

３億３２８６万円

３億４４８５万円

３億３８６０万円

８５０１万円

５億８６７２万円

６億４１４７万円

６億４８４９万円

２億５８１０万円

４億２４３４万円

補 正 額
３３１９万円増

７４４万円増

１５１３万円減

３５４万円減

１０１５万円減

５６９万円減

１１００万円減

７１５万円減

１８万円増

３５７万円減

２６７９万円減

会 計 名
一 般 会 計

国民健康保険

後期高齢者医療

農業集落排水

公共下水道事業

浄化槽事業

嬉野温泉駅周辺整理事業

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

特
別
会
計

水
道
事
業

その他の主な補正予算３月補正予算後の状況

▲海外に販路を伸ばしたいうれしの茶の茶摘み風景

補
正
予
算
審
議

９



予
算
修
正
動
議
は
否
決

今
回
、
災
害
発
生
時
の
災
害
廃
棄

物
第
一
次
仮
置
き
場
と
し
て
、
ま

た
、
平
時
の
災
害
各
種
訓
練
用
と
し

て
位
置
づ
け
、
災
害
時
の
復
旧
の
迅

速
化
を
図
る
と
と
も
に
災
害
に
備
え

る
意
識
の
醸
成
を
目
的
と
す
る
「
大

草
野
防
災
広
場
整
備
事
業
」
が
提
案

さ
れ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
山
口
政
人
議
員
よ

り
、
そ
の
事
業
に
は
納
得
で
き
な
い

の
で
、
当
初
予
算
を
減
額
し
て
予
備

費
に
計
上
す
べ
き
と
の
修
正
動
議
が

提
出
さ
れ
た
。
採
決
の
結
果
、
反
対

多
数
で
否
決
と
な
っ
た
。

反対
辻

浩
一議員

自
然
災
害
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た

め
、
重
要
に
な
っ
て
く
る
の

が
早
期
の
復
旧
復
興
で
あ

り
、
仮
設
住
宅
用
地
や
防
災

広
場
の
準
備
が
そ
の
第
一
歩

で
あ
る
。
今
回
の
防
災
用
地

は
専
門
家
の
お
墨
付
き
を
得

て
お
り
、
整
備
後
の
管
理
を

考
慮
し
た
場
合
、
地
元
が
活

用
し
地
元
が
管
理
と
す
れ

ば
、
市
の
財
政
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
。
私
は
防
災
用
地

の
早
期
整
備
を
提
言
し
て
き

た
。
な
ぜ
な
ら
ば
災
害
は
、

今
、
発
生
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
市
民
の
安
心
安
全
、
復

旧
復
興
の
礎
に
な
る
よ
う
早

期
整
備
を
望
み
修
正
案
に
反

対
す
る
。

賛成
増
田
朝
子議員

①
災
害
廃
棄
物
の
第
一
次
仮

置
き
場
の
確
保
は
理
解
す
る

も
の
の
、
小
学
校
ご
と
に
確

保
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
事
前

に
市
民
に
対
し
て
の
計
画
の

説
明
が
必
要
。
場
所
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
災
害
時
の
た

め
に
民
間
と
提
携
を
結
ぶ
方

法
も
考
え
ら
れ
る
。

②
仮
置
き
場
の
前
に
対
策
本

部
や
避
難
所
の
安
全
の
確

保
、
道
路
や
橋
り
ょ
う
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
が
重
要
。

③
今
回
の
災
害
廃
棄
物
仮
置

き
場
と
大
草
野
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
運
動
広
場
は
別
の

も
の
で
あ
り
、
目
的
が
曖
昧

に
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
理

由
で
修
正
案
に
賛
成
す
る
。

反対
森
田
明
彦議員

東
北
大
震
災
、
熊
本
大
分

大
地
震
等
で
発
生
し
た
大
量

の
災
害
廃
棄
物
の
仮
置
き

場
・
処
分
場
不
足
が
復
旧
・

復
興
の
妨
げ
に
な
っ
た
現
実

か
ら
何
を
学
ん
だ
か
。

嬉
野
市
に
お
い
て
は
地
域

防
災
計
画
（
3
・
4
編
第
2

章
2
節
第
12
項
）
に
、
大
量

の
災
害
廃
棄
物
の
発
生
に
備

え
、
関
係
団
体
と
連
携
し

て
、
十
分
な
大
き
さ
の
仮
置

き
場
・
処
分
場
の
確
保
に
努

め
る
旨
を
は
っ
き
り
と
明
記

し
て
あ
る
。
災
害
は
必
ず

や
っ
て
来
る
、
と
の
認
識
が

必
要
で
あ
り
、
こ
の
整
備
事

業
は
災
害
に
備
え
る
大
事
な

事
業
と
考
え
る
の
で
修
正
動

議
に
反
対
す
る
。

防
災
事
業
で
災
害
時
の
廃
材
の
仮
置
き
場
を
小
学
校
区
単
位
で
用
地
買
収

し
、
整
備
す
る
と
い
う
が
、
ま
ず
は
、
市
内
の
区
長
会
で
説
明
す
べ
き
で
あ

る
。
い
つ
、
事
業
の
説
明
が
あ
っ
た
の
か
。
し
か
も
、
地
元
要
望
で
あ
る
と

い
う
。
維
持
管
理
は
、
市
が
行
う
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
事
業
は
地
区
の
運
動
広
場
整
備
と
し
か
受
け
取
れ
な
い
。

旧
塩
田
町
で
は
土
地
を
無
償
提
供
し
、
整
備
と
維
持
管
理
は
行
政
が
行
っ

て
き
た
が
、
整
合
性
は
ど
う
す
る
の
か
。

き
ち
ん
と
整
理
し
た
う
え
で
予
算
計
上
す
べ
き
で
あ
る
。

賛成
山
下
芳
郎議員

①
緊
急
時
の
防
災
整
備
に
は

賛
成
で
あ
る
が
、
洪
水
時
に

は
通
行
で
き
な
い
状
況
に
な

る
こ
と
も
あ
る
場
所
の
荒
廃

農
地
を
高
額
な
価
格
で
の
購

入
で
あ
る
。
市
所
有
地
を
含

め
有
効
活
用
す
べ
き
で
市
全

体
で
協
議
す
べ
き
。

②
事
業
目
的
は
防
災
の
緊
急

時
仮
置
き
場
で
あ
り
、
運
動

広
場
で
使
う
な
ら
目
的
外
の

利
用
と
な
る
。
こ
こ
は
イ
ノ

シ
シ
が
頻
繁
に
出
没
す
る
山

沿
い
で
大
草
野
地
区
の
末
端

部
で
あ
り
、
安
心
し
て
楽
し

め
る
場
所
と
は
言
え
な
い
。

③
地
域
の
声
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
、
親
し
く
安
全
・
安

心
に
使
っ
て
い
け
る
場
所
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

反対
芦
塚
典
子議員

今
年
度
予
算
に
災
害
対
策

費
と
し
て
計
上
さ
れ
た
大
草

野
防
災
広
場
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
大
草
野
地
区
か
ら

の
か
ね
て
よ
り
運
動
広
場
の

要
望
が
あ
り
、
ま
た
今
後
の

災
害
対
策
事
業
と
し
て
不
可

欠
の
も
の
と
認
識
す
る
。

場
所
選
定
は
、
災
害
時
車

輌
等
の
通
行
に
適
さ
な
い
が

塩
田
地
区
は
歴
史
的
に
未
曾

有
の
災
害
を
経
験
し
た
経
緯

が
あ
る
。
災
害
時
に
は
人
命

救
助
は
も
ち
ろ
ん
、
後
の
塵

芥
処
理
や
災
害
復
旧
工
事
等

が
可
能
と
な
る
災
害
活
動
拠

点
広
場
が
必
要
で
あ
る
。

大
草
野
防
災
広
場
整
備
事

業
は
必
要
で
あ
り
、
修
正
案

に
は
反
対
す
る
。

動議の要旨

討論がヒートアップ
大草野地区防災用地購入費で

討
論

１０



３
月
定
例
議
会
に
条
例
制
定
６
件
、
条
例
改
正
６
件
が
提
出

さ
れ
、
本
会
議
に
お
い
て
慎
重
な
審
議
を
行
い
可
決
し
た
。

定
住
促
進
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

問
改
正
の
目
的
は
。

答
転
入
奨
励
金
と
持
ち
家

奨
励
金
の
補
助
で
、
今
回
、

婚
姻
3
年
以
内
加
算
金
と
し

て
30
万
円
の
補
助
を
行
い
、

区
画
地
内
の
保
留
地
購
入
時

の
補
助
を
50
万
円
か
ら
20
万

円
に
減
額
と
す
る
。

問
こ
れ
ま
で
の
補
助
金
は

も
ら
え
な
い
の
か
。

答
奨
励
金
未
申
請
者
は
来

年
度
末
ま
で
受
け
付
け
る
。

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
整
備
検
討

委
員
会
条
例

問
こ
の
条
例
は
。

答
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
た
め
の
委
員
会
を
設

置
す
る
。

問
委
員
会
の
構
成
は
。

答
10
人
以
内
で
保
護
者
や

子
育
て
に
係
わ
る
方
で
組
織

し
、
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
整

備
に
必
要
な
調
査
及
び
運
営

に
関
す
る
事
項
を
検
討
す
る
。

臨
時
議
会
を
開
催

1
月
19
日
臨
時
議
会
が
開

催
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
と
し
て
16
億
6
2
0
0

万
円
を
、
全
国
よ
り
ま
ち
づ

く
り
へ
の
寄
附
の
形
で
応
援

し
て
い
た
だ
き
、
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
条
例
に
基
づ
き

基
金
と
し
て
積
み
立
て
た
。

嬉
野
市
民
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
に
実
施
設
計
業
務
と
し

て
9
5
3
万
円
が
計
上
さ
れ

た
。嬉
野
市
総
合
体
育
館（
仮

称
）
の
実
施
設
計
業
務
に
2

3
3
7
万
円
及
び
敷
地
造
成

設
計
業
務
に
4
2
4
万
円
が

計
上
さ
れ
全
会
一
致
で
議
決

し
た
。

議案の賛否 どう判断
賛 否 表 ○は賛成 ●は反対

17

山
口

要

○

○

○

●

○

○

○

○

○

16

西
村
信
夫

○

○

○

○

●

○

○

○

○

15

織
田
菊
男

○

○

○

○

○

○

○

○

○

14

田
中
政
司

○

○

○

●

○

○

○

○

○

13

梶
原
睦
也

○

○

○

●

○

○

○

○

○

12

大
島
恒
典

○

○

○

●

○

○

○

○

○

11

芦
塚
典
子

○

○

○

●

○

○

○

○

○

10

山
口
政
人

○

○

○

○

●

○

○

○

○

9

山
下
芳
郎

○

○

○

○

●

○

○

○

○

8

田
中
平
一
郎

○

○

○

●

○

○

○

○

○

7

山
口
忠
孝

○

○

○

○

●

○

○

○

○

6

辻

浩
一

○

○

○

●

○

○

○

○

○

5

森
田
明
彦

○

○

○

●

○

○

○

○

○

4

増
田
朝
子

○

○

○

○

●

○

○

○

○

3

川
内
聖
二

○

○

○

●

○

○

○

○

○

2

宮
﨑
良
平

○

○

○

●

○

○

○

○

○

1

生
田
健
児

○

○

○

●

○

○

○

○

○

表
決
数

17：0

17：0

17：0

6：11

12：5

17：0

17：0

17：0

17：0

結

果

可決

可決

可決

否決

可決

可決

可決

可決

可決

議 案 名

嬉野市子どもセンター整備検討委員
会条例について
嬉野市定住促進条例一部を改正する
条例について
平成28年度嬉野市一般会計補正予算
（第8号）
平成29年度嬉野市一般会計予算に対
する修正案について

平成29年度嬉野市一般会計予算

平成29年度嬉野市国民健康保険特別
会計予算

平成29年度嬉野市浄化槽特別会計予算

平成29年度嬉野市嬉野都市計画事業嬉野温
泉駅周辺土地区画整理事業費特別会計予算

平成29年度嬉野市水道事業会計予算

議案番号

議案第3号

議案第6号

議案第13号

発議第1号

議案第21号

議案第22号

議案第26号

議案第29号

議案第30号

制
定
さ
れ
た
条
例
及
び
一
部

改
正
さ
れ
た
条
例

制
定

○
嬉
野
市
職
員
の
配
偶
者

同
行
休
業
に
関
す
る
条

例
○
嬉
野
市
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
整
備
検
討
委
員
会

条
例

○
嬉
野
市
立
地
適
正
化
計

画
策
定
委
員
会
条
例

一
部
改
正

○
嬉
野
市
部
設
置
条
例

○
嬉
野
市
定
住
促
進
条
例

○
嬉
野
市
個
人
番
号
及
び

特
定
個
人
情
報
の
提
供

条
例

○
嬉
野
市
税
条
例

○
そ
の
他
改
正
4
件

▲区画整理内で建設中の新築住宅

条
例
改
正

臨
時
議
会

議
案
の
賛
否
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聞きます聞きます
議員とかたろう会の要望にお伝えします。伝えます伝えます 私たちのお願いどうなった

今
回
で
、
15
回
目
と
な
る

「
議
員
と
か
た
ろ
う
会
」
を

平
成
28
年
11
月
21
日
か
ら
24

日
ま
で
の
4
日
間
開
催
し
ま

し
た
。

「
議
員
と
か
た
ろ
う
会
」に

お
い
て
市
民
の
皆
様
よ
り
要

望
が
あ
っ
た
意
見
を
議
員
間

で
集
約
し
、
執
行
部
に
対
し

申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
回
答
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

高
齢
者
免
許
返
納
者
に

対
し
て
の
対
応
の
充
実

を答
今
後
は
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

及
び
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
な
ど

の
公
共
交
通
体
系
の
検
討
も

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
高
齢
者
の
み
に
補
助
を

増
や
す
こ
と
は
、
他
の
交
通

弱
者
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

る
と
困
難
と
思
わ
れ
る
。

小
学
校
の
統
廃
合
は

答
現
在
、
小
学
校
の
統
廃

合
の
計
画
等
は
な
い
。
小
学

校
区
ご
と
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
も
設
置
さ
れ
て
い
て
、

学
校
と
地
域
が
連
携
し
児
童

生
徒
の
教
育
活
動
に
あ
た
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

行
政
嘱
託
員
報
酬
に

つ
い
て
戸
数
割
り
の

比
重
重
視
を

答
行
政
嘱
託
員
の
在
り
方

に
つ
い
て
は
、
何
度
か
行
政

嘱
託
員
と
協
議
し
現
在
の
制

度
に
な
っ
て
い
る
。
行
政
嘱

託
員
の
方
か
ら
制
度
や
報
酬

に
つ
い
て
変
更
す
る
よ
う
な

声
が
上
が
っ
て
く
れ
ば
、
協

議
の
場
を
設
け
る
こ
と
は
可

能
で
あ
る
。

湯
け
む
り
広
場
の
足
湯

設
置
を
含
め
た
見
直
し

を答
湯
け
む
り
広
場
に
つ
い

て
は
観
光
協
会
や
隣
接
す
る

関
係
者
と
の
協
議
を
行
い
、

嬉
野
温
泉
観
光
客
へ
温
泉
情

緒
ゆ
た
か
な
施
設
と
し
て
運

営
し
て
い
る
。
今
後
、
各
方

面
の
意
見
を
聞
き
、
利
活
用

等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

雇
用
の
場
の
確
保
は

答
嬉
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
力
に
盛

り
込
ん
で
い
る
よ
う
に
、
人

口
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め

に
は
、
雇
用
の
場
の
確
保
が

重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
以

上
に
企
業
誘
致
を
推
進
し
て

い
く
と
と
も
に
、
企
業
支
援

に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
。金

松
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

バ
ス
運
行
を
望
む

答
以
前
か
ら
金
松
地
区
が

要
望
さ
れ
て
い
た
が
、
安
全

確
保
の
面
で
困
難
で
あ
っ

た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
バ
ス
運

行
に
向
け
て
は
、
嬉
野
市
全

体
の
地
域
公
共
交
通
の
在
り

方
を
考
え
て
い
く
中
で
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

農
業
後
継
者
育
成
対
策

は答
国
の
青
年
就
農
給
付
金

制
度
を
活
用
し
、
推
進
し
て

い
く
。
本
市
や
隣
接
市
町
及

び
関
係
す
る
農
業
団
体
と
共

同
設
置
し
た
就
農
訓
練
施
設

を
就
農
機
会
及
び
農
業
所
得

確
保
の
契
機
と
し
て
い
く
。

営
農
組
合
、
農
業
組
合
法
人

に
よ
る
農
地
の
維
持
・
管

理
・
活
用
を
推
進
し
活
動
を

支
援
し
て
い
く
。

防
災
士
の
講
習
会
開
催

を答
50
名
以
上
の
参
加
が
あ

れ
ば
、
本
市
で
の
講
習
会
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
も
、
防
災
関
係
団

体
に
対
し
て
防
災
士
の
資
格

所
得
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

た
こ
と
が
あ
る
が
、
参
加
費

の
自
己
負
担
が
ネ
ッ
ク
と
な

り
参
加
者
が
集
ま
ら
な
か
っ

た
。
現
状
で
は
、
本
市
で
の

講
習
会
開
催
が
難
し
い
状
況

で
あ
る
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
試
算

は
し
て
い
る
の
か

答
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
蛍
光
灯
な
ど

と
比
較
し
、
明
る
さ
が
増
し

10
年
間
は
持
続
で
き
る
。
電

気
料
は
1
5
0
0
円
〜
1
6

0
0
円
安
く
な
る
と
メ
ー

カ
ー
や
施
工
業
者
か
ら
説
明

を
受
け
て
い
る
。
嬉
野
市
Ｌ

Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
整
備
事
業
実
施

要
項
で
は
、
不
具
合
な
ど
の

維
持
管
理
に
要
す
る
費
用
は

貸
与
を
受
け
た
団
体
で
負
担

す
る
こ
と
に
な
る
。

▲議員とかたろう会の会場風景

議
員
と
か
た
ろ
う
会
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次ページは
一般質問

市
政
を

　

問
う3月議会

次ページは
一般質問

市
政
を

　

問
う3月議会

15議員が質問 教教
育育
委委
員員
とと
しし
てて

永永
田田
氏氏
をを
同同
意意

嬉
野
市
教
育
委
員
会
委
員

と
し
て
永
田
由
美
氏
（
塩
田

町
大
字
馬
場
下
）
を
市
長
が

推
薦
す
る
た
め
議
会
に
提
案

さ
れ
た
。
こ
れ
に
議
会
と
し

て
、
全
会
一
致
で
適
任
と
認

め
た
。

任
期
は
平
成
29
年
4
月
1

日
よ
り
平
成
33
年
3
月
31
日

ま
で
。

永田 由美 教育委員

役職歴
平成28年4月～平成29年3月まで
嬉野市立塩田中学校校長
佐賀県公立小中学校女性管理職協議会会長
嬉野市内校長会会長
表彰歴
平成05年 佐賀県教育委員会教育長表彰
平成28年 佐賀県教育委員会表彰

おお茶茶のの間間でで議議会会をを

・インターネット中継・録画放送
・有線テレビ放送

山口 政人 議員
（P14）

森田 明彦 議員
（P14）

芦塚 典子 議員
（P15）

山下 芳郎 議員
（P16）

山口 忠孝 議員
（P16）

川内 聖二 議員
（P17）

辻 浩一 議員
（P18）

田中平一郎 議員
（P18）

大島 恒典 議員
（P19）

西村 信夫 議員
（P20）

田中 政司 議員
（P20）

増田 朝子 議員
（P21）

梶原 睦也 議員
（P22）

生田 健児 議員
（P22）

山口 要 議員
（P23）

教育委員とは

Ａ 嬉野市教育委員会は、5名
の委員で構成されている。

委員は、人格が高潔で、教育・学術
及び文化に関し識見を有する者の
うちから、市長が市議会の同意を
得て任命する。任期は4年である。
教育委員会には教育長が置か

れ、教育委員会の指揮監督のもと
に委員会の権限に属するすべての
事務をつかさどる。また、これら
の事務を処理するために教育委員
会に事務局が置かれ、教育長は事
務を統括し、所属の職員を指揮監
督する。

Ｑ

人
事

い
っ
ぱ
ん
質
問
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１４

い
っ
ぱ
ん
質
問

橋等に街路灯の設置を

検討したい

山口政人議員
袋
答

公
共
下
水
道
全
体
計
画

の
進
捗
状
況
は

森
田
明
彦
議
員

平
成
29
年
度
末
に
は

目
標
値
を
達
成
す
る

答

山
口

塩
田
川
の
袋
橋
・

橋
山
橋
・
式
南
橋
に
防
災
や

安
全
面
か
ら
街
路
灯
の
設
置

は
で
き
な
い
か
。

市
長

安
全
面
を
考
慮
し

て
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
思
う
の
で
、
補
助
事
業

等
を
活
用
で
き
な
い
か
検
討

し
た
い
。

山
口

補
助
事
業
等
が
な

い
場
合
も
、
早
い
時
期
に
設

置
を
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
長

費
用
が
か
か
る
の

で
負
担
が
出
な
い
よ
う
勉
強

し
た
い
。

河
川
管
理
に
つ
い
て

山
口

市
内
に
普
通
河
川

は
な
い
の
か
。

建
設
・
新
幹
線
課
長

普
通

河
川
と
い
う
の
は
条
例
上
も

な
い
。

山
口

河
川
法
に
は
、
法

の
適
用
外
の
川
は
普
通
河
川

と
し
て
明
記
し
て
あ
る
が
。

建
設
・
新
幹
線
課
長

普
通

河
川
は
条
例
制
定
が
必
要
と

認
識
し
て
い
る
。

山
口

法
定
外
公
共
物

（
1
・
2
級
・
準
用
河
川
以

外
の
河
川
・
水
路
）
の
管
理

は
ど
う
し
て
い
る
か
。

市
長

地
元
に
管
理
を
お

願
い
し
て
い
る
。

山
口

今
ま
で
は
、
国
有

財
産
と
し
て
県
が
財
産
管
理

を
、
ま
た
、
市
町
村
が
機
能

管
理
を
し
、
そ
の
管
理
は
地

域
で
行
わ
れ
て
い
た
。
本
市

で
は
平
成
13
年
か
ら
15
年
に

か
け
て
国
か
ら
移
譲
を
受

森
田

総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
に
あ
る
公
共
下
水
道

の
布
設
目
標
値
の
進
捗
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長

平
成
29
年
度
ま
で

に
2
7
7
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
供

用
開
始
す
る
と
い
う
目
標
を

掲
げ
て
お
り
、
達
成
で
き
る

よ
う
整
備
を
進
め
て
い
る
。

森
田

計
画
区
域
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

市
長

区
域
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
計
画
区
域

4
9
4
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら

1
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
の

エ
リ
ア
縮
小
に
業
務
を
進
め

て
い
る
。

森
田

下
水
道
の
接
続
率

が
停
滞
し
て
い
な
い
か
。

環
境
水
道
課
長

接
続
率

の
向
上
に
は
市
報
等
を
通
じ

て
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
、

啓
発
方
法
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
。

森
田

計
画
区
域
内
で
、

布
設
が
長
期
に
わ
た
り
、
先

に
な
る
地
区
へ
の
対
応
策
は
。

環
境
水
道
課
長

認
可
区

域
外
に
つ
い
て
は
、
合
併
浄

化
槽
の
設
置
補
助
金
利
用
を

説
明
し
て
い
き
た
い
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
観
光
の

推
進
計
画
は

森
田

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ

ア
ー
セ
ン
タ
ー
の
平
成
27
年

と
28
年
の
活
用
お
よ
び
利
用

状
況
は
ど
う
か
。

市
長

関
係
者
の
努
力
に

よ
り
、
27
年
度
1
8
0
件
、

28
年
度
は
2
月
現
在
2
6
5

件
と
増
加
し
て
い
る
。

森
田

バ
リ
ア
フ
リ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
全
国
的
に
広

が
っ
て
、
受
け
入
れ
態
勢
を

整
備
す
る
地
域
も
増
え
て
き

た
。
市
場
が
縮
小
す
る
中
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
観
光
の
今
後

の
拡
大
計
画
は
あ
る
か
。

市
長

嬉
野
は
先
駆
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
現
在
も

引
き
続
き
Ｕ
Ｄ
・
お
も
て
な

し
体
制
整
備
事
業
で
、
満
足

度
の
向
上
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

地
域
防
災
計
画
は
万
全
か

森
田

自
主
防
災
組
織
の

育
成
状
況
、
お
よ
び
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
活
用
状
況
は
。

市
長

自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
共
助
の

意
識
が
浸
透
し
て
き
た
と
感

じ
て
い
る
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
つ
い
て
は
各
地
区
の
防

災
訓
練
の
現
場
で
活
用
さ
れ

て
い
る
。

森
田

計
画
に
福
祉
避
難

所
設
置
の
記
述
が
な
い
が
、

必
要
で
は
な
い
か
。

市
長

市
内
の
福
祉
施
設

や
県
立
学
校
等
と
締
結
済
み

で
、
協
力
し
て
も
ら
う
。

▲家庭に引き込まれた浄化槽設備



１５

い
っ
ぱ
ん
質
問

ども囲碁クラブの
全国大会を

できるだけ支援していきたい

芦塚典子議員
子
答

け
、
市
所
有
と
な
っ
た
の

で
、
管
理
は
市
が
や
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

建
設
・
新
幹
線
課
長

管
理

は
、
最
も
密
着
し
て
い
る
地

元
に
お
願
い
し
て
い
る
。

山
口

法
律
に
よ
っ
て
自

治
事
務
と
な
っ
て
い
る
の
で

市
が
管
理
す
る
の
が
当
然
で

は
な
い
か
。

市
長

以
前
か
ら
地
域
で

管
理
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
の
で
、
現
在
も
お
願
い
し

て
い
る
。

山
口

今
後
、
高
齢
化
が

進
ん
で
い
く
。
地
元
が
ど
こ

ま
で
負
担
し
て
管
理
が
で
き

る
の
か
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題

が
で
て
く
る
。
管
理
の
範
囲

を
法
的
に
整
備
し
て
、
地
域

に
経
済
的
負
担
を
か
け
る
べ

き
で
な
い
。

建
設
・
新
幹
線
課
長

県
・

近
隣
市
町
含
め
て
勉
強
し
て

い
き
た
い
。

芦
塚

子
ど
も
た
ち
の
バ

ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
が
全
国

選
手
権
大
会
に
出
場
し
て
良

い
成
績
を
上
げ
て
い
る
が
、

当
市
で
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

で
き
な
い
か
。

市
長

施
設
の
確
保
等
の

支
援
に
つ
い
て
は
、
協
力
は

可
能
で
あ
る
。

芦
塚

子
ど
も
の
囲
碁
ク

ラ
ブ
が
盛
ん
で
あ
る
が
、
全

国
子
ど
も
囲
碁
大
会
や
女
流

囲
碁
大
会
を
開
催
で
き
る
よ

う
支
援
で
き
な
い
か
。

市
長

碁
聖
寛
蓮
の
生
誕

地
鹿
島
市
と
連
携
し
、
で
き

る
だ
け
支
援
し
て
い
き
た

い
。芦

塚

市
内
の
空
き
店
舗

の
前
に
碁
盤
を
並
べ
、
市
民

囲
碁
大
会
や
子
ど
も
囲
碁
大

会
な
ど
開
催
し
て
囲
碁
の
ま

ち
づ
く
り
が
で
き
な
い
か
。

市
長

観
光
協
会
等
で
検

討
で
き
れ
ば
支
援
は
で
き

る
。芦

塚

子
ど
も
囲
碁
ク
ラ

ブ
等
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
団

体
の
大
会
開
催
に
も
補
助
が

で
き
な
い
か
。

市
長

大
会
開
催
支
援
に

つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く
。

宿
泊
費
で
は
市
の
補
助
が
あ

る
の
で
利
用
し
て
ほ
し
い
。

子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て

芦
塚

子
ど
も
の
貧
困
に

対
し
て
市
の
対
策
は
。

市
長

ひ
と
り
親
子
育
て

世
帯
の
生
活
の
安
定
の
た
め

助
成
制
度
を
設
け
、
貧
困
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

芦
塚

保
護
者
の
一
番
の

不
安
材
料
は
子
ど
も
の
学
力

と
あ
る
が
、
市
の
対
策
は
。

教
育
長

子
ど
も
た
ち
が

自
由
に
参
加
で
き
る
小
学
校

の
学
校
塾
や
中
学
校
の
放
課

後
等
補
充
学
習
指
導
教
室

が
、
学
力
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

行
政
区
の
要
望
・
陳
情
は

芦
塚

行
政
区
か
ら
の
陳

情
や
要
望
が
多
数
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
対
処
さ
れ
て
い

る
か
。

市
長

現
状
を
把
握
し
、

課
内
で
検
討
し
、
補
助
事
業

等
が
あ
れ
ば
県
と
協
議
し
、

ま
た
は
、
市
の
単
独
事
業
と

し
て
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

芦
塚

検
討
結
果
は
ど
の

よ
う
に
伝
え
て
い
る
か
。

建
設
・
新
幹
線
課
長

要
望

カ
所
に
は
現
地
で
立
ち
合
い

回
答
し
、
で
き
る
限
り
文
書

で
回
答
し
て
い
る
。

農
林
課
長

基
本
的
に
文

書
回
答
し
、
事
案
に
よ
り
口

頭
で
の
電
話
回
答
も
あ
る
。 ▲真剣に打ち合う塩田GO！碁教室のこどもたち

▲街路灯が欲しい袋大橋



１６

い
っ
ぱ
ん
質
問

総
合
計
画
・
財
政
計
画
の

達
成
度
は

山
下
芳
郎
議
員

計
画
に
沿
っ
て
進
ん
で
い
る

答

宿広場近くにトイレ
設置を

地域の声を聞きながら
研究したい

山口忠孝議員
湯
答

山
下

総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
は
次
年
度
で
終
了
す

る
が
、
進
捗
状
況
は
。

市
長

現
在
、
検
証
中
で

あ
り
、
順
調
に
進
ん
で
い

る
。山

下

選
挙
前
の
公
約
の

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

市
長

本
年
度
ま
で
に
ほ

ぼ
着
手
で
き
る
。

山
下

「
日
本
一
の
嬉
野

を
め
ざ
す
」
と
あ
る
が
、
学

力
日
本
一
の
達
成
度
と
内
容

は
。市

長

す
で
に
、
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
ま
で
の
実
績

に
近
づ
い
て
い
る
。

山
下

医
療
セ
ン
タ
ー
跡

地
の
計
画
は
、
国
際
的
な
福

祉
医
療
の
教
育
機
関
の
誘
致

と
あ
る
が
。

市
長

そ
の
よ
う
な
展
望

で
動
い
て
い
る
。

山
下

人
口
が
毎
年

4
0
0
人
減
っ
て
い
る
中
に

お
い
て
、
企
業
誘
致
は
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

市
長

一
社
誘
致
が
で
き

雇
用
募
集
を
始
め
ら
れ
た
。

今
後
も
目
標
達
成
に
向
け
努

力
す
る
。

山
下

中
期
財
政
計
画
が

公
表
さ
れ
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
が
、
当
市
も
開
示
で
き

な
い
か
。

市
長

事
業
の
内
容
が
一

人
歩
き
す
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
、
公
表
は
し
て
い
な

い
。

あ
っ
た
か
ま
つ
り
の

今
後
に
つ
い
て
は

山
下

あ
っ
た
か
ま
つ
り

の
感
想
は
ど
う
か
。

市
長

デ
ザ
イ
ン
ウ
ィ
ー

ク
と
の
連
携
と
新
た
な
ア
ー

ト
の
展
示
に
よ
っ
て
多
く
の

お
客
様
が
あ
っ
た
。
多
数
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
協
力
も

あ
り
、
盛
況
で
あ
っ
た
。

山
下

広
報
・
集
客
に
つ

い
て
の
手
段
と
効
果
は
。

う
れ
し
の
温
泉
観
光
課
長

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
新
聞
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
利
用
し
て
多
く
の
情
報

発
信
が
で
き
た
。

山
下

な
ま
ず
の
寝
床
の

開
催
時
間
で
昼
か
ら
の
要
望

が
あ
っ
て
い
る
が
、
次
年
度

は
ど
う
す
る
か
。

う
れ
し
の
温
泉
観
光
課
長

各
種

の
意
見
を
次
回
に
生
か
せ
る

よ
う
今
後
検
討
し
て
い
く
。

ド
リ
ー
ム
ハ
ン
ズ
事
業

へ
の
支
援
を

山
下

商
工
会
青
年
部
主

催
で
あ
る
青
少
年
育
成
の
ド

リ
ー
ム
ハ
ン
ズ
事
業
の
制
度

が
変
わ
り
、
運
営
に
困
窮
し

て
い
る
。
行
政
支
援
が
で
き

な
い
か
。

市
長

小
学
生
に
と
っ
て

良
い
事
業
で
あ
る
の
で
、
勉

強
し
て
商
工
会
と
協
議
し
て

い
き
た
い
。

山
口

嬉
野
地
区
商
店
街

の
空
き
店
舗
活
用
は
、
ど
の

よ
う
な
状
況
か
。

う
れ
し
の
温
泉
観
光
課
長

空
き

店
舗
の
数
は
、
平
成
27
年
10

月
現
在
で
28
件
あ
り
、
こ
れ

ま
で
4
件
が
新
し
く
オ
ー
プ

ン
し
て
い
る
。

山
口

空
き
家
の
店
舗
活

用
だ
け
で
な
く
、
湯
宿
広
場

近
く
の
ト
イ
レ
施
設
と
し
て

活
用
が
で
き
な
い
か
。

う
れ
し
の
温
泉
観
光
課
長

所
有

者
の
方
や
周
辺
の
方
々
の
了

解
が
必
要
で
あ
り
、
地
域
の

声
を
聞
き
な
が
ら
研
究
し
て

み
た
い
。

山
口

こ
れ
か
ら
の
観
光

地
は
感
幸
地＝

地
元
の
人
々

が
幸
せ
を
感
じ
る
地
で
な
け

れ
ば
発
展
し
な
い
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
ど
う
思
う
か
。

市
長

お
客
様
に
喜
ん
で

頂
く
こ
と
が
、
地
域
の
方
々

の
誇
り
や
喜
び
に
つ
な
が
る

と
思
う
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
取
り
組
み
も
そ
の

一
つ
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も

様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

山
口

地
域
全
体
が
豊
か

に
な
ら
な
い
と
観
光
地
と
し

て
長
続
き
し
な
い
と
も
言
わ

れ
て
い
る
が
ど
う
か
。

産
業
建
設
部
長

ま
ず
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
し
っ
か
り
と
立
ち

上
げ
、
地
域
を
巻
き
込
ん
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

授
業
時
間
の
確
保
は

山
口

次
期
学
習
指
導
要

領
で
は
小
学
校
4
年
・
5

▲第一次総合計画の冊子



１７

い
っ
ぱ
ん
質
問

害鳥獣イノシシの
最終処分の対策を

研究し、勉強したい

川内聖二議員
有
答

川
内

以
前
に
も
質
問
し

た
遠
隔
操
作
が
で
き
る
イ
ノ

シ
シ
の
新
し
い
捕
獲
方
法
を

研
究
さ
れ
た
か
。

市
長

鹿
島
藤
津
地
域
駆

除
対
策
協
議
会
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

技
術
を
活
用
し
た
箱
わ
な
、

「
ア
ニ
マ
ル
セ
ン
サ
ー
」
の

導
入
実
験
を
行
っ
た
。
今
年

度
実
施
さ
れ
、
結
果
は
こ
れ

か
ら
で
あ
る
。

有
害
鳥
獣
の
最
終
処
分
の

対
応
は

川
内

イ
ノ
シ
シ
の
最
終

処
分
は
、
狩
猟
者
が
処
分
を

行
っ
て
い
る
が
、
市
と
し
て

対
応
が
で
き
な
い
の
か
。

農
林
課
長

現
状
で
は
、

埋
設
処
分
が
一
般
的
で
、
焼

却
処
分
や
業
者
へ
の
委
託
な

ど
は
、
処
分
負
担
の
問
題
が

発
生
す
る
。

川
内

イ
ノ
シ
シ
の
埋
設

処
分
は
、
地
中
深
く
掘
ら
な

い
と
い
け
な
い
の
で
高
齢
者

に
は
辛
い
。
ま
た
、
埋
設
す

る
場
所
が
な
い
と
聞
く
。
新

設
さ
れ
た
佐
賀
西
部
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
の
処
分
は
で

き
な
い
の
か
。

環
境
水
道
課
長

佐
賀
西

部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
の

処
分
は
、
地
域
の
了
解
が
も

ら
え
ず
処
分
は
で
き
な
い
。

川
内

徳
島
県
の
佐
那
河

内
村
で
は
、
微
生
物
で
イ
ノ

シ
シ
等
を
処
分
さ
れ
て
い

る
。

本
市
で
も
研
究
し
て
み
て
は

ど
う
か
。

農
林
課
長

コ
ス
ト
的
な

も
の
も
含
め
研
究
し
た
い
。

川
内

微
生
物
で
、
一
日

に
4
〜
6
頭
処
分
を
さ
れ
、

環
境
に
も
優
れ
て
い
る
が
。

産
業
建
設
部
長

提
案
等

を
研
究
し
、
勉
強
し
た
い
。

市
道
外
の
住
宅
地
道
路

に
も
対
応
を

川
内

生
活
道
路
は
市
道

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

困
っ
て
お
ら
れ
る
が
。

市
長

都
市
計
画
法
に
準

じ
た
開
発
道
路
は
全
て
市
道

で
、
ミ
ニ
開
発
地
は
認
定
基

準
に
基
づ
い
て
判
断
す
る
。

川
内

住
宅
地
で
市
道
外

の
道
路
に
、
ど
こ
ま
で
対
応

で
き
る
か
。

建
設
・
新
幹
線
課
長

私
道

に
は
、
手
当
て
は
難
し
い
。

川
内

地
域
の
方
々
に
な

る
べ
く
経
済
負
担
を
か
け
な

い
よ
う
に
見
直
し
を
し
て
も

ら
い
た
い
。

市
長

安
全
・
安
心
と
い

う
立
場
の
ほ
う
で
努
力
が
で

き
る
分
に
つ
い
て
は
、
で
き

る
だ
け
協
力
を
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

※
納
税
通
知
書
に
つ
い
て

年
・
6
年
生
に
英
語
の
授
業

が
数
時
間
増
え
る
が
、
授
業

時
間
数
は
足
り
る
の
か
。

教
育
長

こ
れ
以
上
授
業

時
間
数
を
増
や
す
の
は
困
難

で
あ
る
。
現
在
、
嬉
野
市
で

は
2
学
期
制
や
夏
休
み
を
1

週
間
短
く
し
て
対
応
し
て
い

る
が
、
こ
れ
か
ら
考
え
て
い

き
た
い
。

山
口

現
場
の
先
生
方
や

子
ど
も
た
ち
に
し
わ
寄
せ
が

く
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長

必
ず
導
入
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

山
口

学
校
教
育
課
長
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長

学
習
指

導
要
領
は
、
日
本
の
教
育
界

に
求
め
ら
れ
た
姿
で
あ
り
、

ま
た
、
法
律
で
あ
る
と
捉
え

て
い
る
。
先
生
や
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
有
効
な
方
法
を

今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

山
口

教
育
部
長
の
考
え

は
ど
う
か
。

教
育
部
長

子
ど
も
た
ち

や
中
学
生
の
挨
拶
の
良
さ
を

観
光
客
や
大
学
の
先
生
方
か

ら
褒
め
ら
れ
て
い
る
。
い
い

子
ど
も
た
ち
に
育
っ
て
い
る

と
感
じ
る
。

▲微生物を使った有害鳥獣処理器

▲トイレが欲しい湯宿広場周辺



１８

い
っ
ぱ
ん
質
問

田公民館の
UD化は

地域の意見も
聞いてみたい

辻 浩一議員
吉
答

火
の
口
交
差
点
の
改
良
ど
う
な
っ
た

田
中
平
一
郎
議
員

基
本
的
に
は
話
は
進
ん
で
い
る

答

辻

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

設
置
は
構
造
的
に
無
理
な
の

で
、
階
の
配
置
を
考
え
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
。

市
長

事
務
所
や
図
書
館

が
二
階
に
な
る
と
不
便
に
な

り
、
現
状
で
良
い
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
再
度
意
見
を
聞

い
て
み
た
い
。

辻

小
会
議
室
と
図
書

館
を
合
わ
せ
れ
ば
大
き
な
ス

ペ
ー
ス
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

市
長

以
前
も
同
じ
考
え

方
で
検
討
を
依
頼
し
た
。

辻

再
度
検
討
を
お
願

い
し
て
は
。

市
長

地
元
と
協
議
を
し

た
い
。

イ
ノ
シ
シ
の
最
終
処
分
の

検
討
を

辻

最
終
処
分
に
つ
い

て
の
要
望
は
な
い
か
。

農
林
課
長

猟
友
会
か
ら

意
見
等
聞
い
て
い
る
。

辻

埋
設
す
る
の
に
問

題
は
な
い
か
。

環
境
水
道
課
長

有
害
鳥

獣
の
埋
設
は
法
的
に
は
問
題

な
い
。

他
人
の
土
地
に
埋
設
す
る

の
も
、
了
解
を
得
れ
ば
鳥
獣

管
理
法
で
は
問
題
な
い
。

辻

捕
獲
者
の
高
齢
化

に
よ
っ
て
掘
削
作
業
が
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
駆
除

期
間
に
お
い
て
は
行
政
が
依

頼
し
て
い
る
の
で
、
最
終
処

分
ま
で
責
任
を
持
つ
べ
き
で

は
な
い
か
。

農
林
課
長

捕
獲
報
奨
金

の
中
に
最
終
処
分
の
経
費
を

含
ん
で
い
る
。
高
齢
化
を
考

慮
し
他
の
方
法
も
考
え
た
い
。

田
中

五
町
田
の
火
の
口

交
差
点
の
改
良
は
昨
年
9
月

の
一
般
質
問
か
ら
半
年
が
経

過
し
た
。
そ
の
後
の
進
捗
は

ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

建
設
・
新
幹
線
課
長

現
在
、

土
木
事
務
所
と
協
議
を
し
て

い
る
。
一
般
質
問
後
、
私
と

総
務
課
長
、
建
設
・
新
幹
線

課
の
担
当
と
、
地
権
者
宅
に

出
向
き
、
県
事
業
の
考
え
方

や
そ
れ
に
伴
う
本
市
の
関
わ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
た
。
そ
の
協
議
の
結
果

を
も
と
に
、
杵
藤
土
木
事
務

所
に
も
再
度
確
認
し
た
。
そ

の
報
告
は
し
て
い
る
。

田
中

土
木
事
務
所
と
市

と
の
間
で
ど
の
よ
う
な
協
議

が
な
さ
れ
た
か
。

市
長

地
権
者
の
方
々
の

ご
理
解
を
得
て
、
歩
道
関
係

の
整
備
は
ほ
ぼ
完
了
し
た
。

こ
れ
か
ら
火
の
口
交
差
点
の

整
備
に
入
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
ま

ず
、
県
が
話
を
進
め
て
い
る

の
で
、
県
の
現
計
画
で
の
道

路
整
備
の
進
捗
状
況
を
見
な

が
ら
協
議
を
し
て
い
く
。

田
中

市
と
土
木
事
務
所

と
の
協
議
は
、
ま
だ
ま
だ
余

地
が
あ
る
と
思
う
。
市
と
し

て
は
地
権
者
に
ど
の
よ
う
な

説
明
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

市
長

基
本
的
に
は
話
が

進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
後
は
県
の
予
算
編
成

の
時
期
に
合
わ
せ
て
、
県
が

最
終
的
に
ど
う
い
う
判
断
を

し
て
い
く
の
か
、
市
と
し
て

も
注
視
し
て
い
き
た
い
。

建
設
・
新
幹
線
課
長

県
道

は
県
の
管
轄
事
業
な
の
で
、

ま
ず
は
、
先
方
と
し
っ
か
り

話
し
合
い
を
し
て
、
そ
の
後

は
、
市
と
し
て
協
力
で
き
る

分
に
つ
い
て
は
協
力
を
し
て

い
く
。

田
中

土
木
事
務
所
は
家

族
の
同
意
書
が
得
ら
れ
次
第

に
、
す
ぐ
に
で
も
進
め
ら
れ

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
同

意
書
を
得
る
の
は
ど
こ
が
行

う
の
か
。

建
設
・
新
幹
線
課
長

ま
ず

は
県
が
同
意
を
受
け
る
の
が

前
提
と
思
っ
て
い
る
。
県
が

窓
口
に
な
っ
て
動
か
れ
る
と

考
え
て
い
る
。

田
中

要
す
る
に
県
が
事

業
を
先
に
行
っ
た
後
、
市
が

検
討
す
る
と
い
う
こ
と
で
認

識
し
て
い
い
か
。

建
設
・
新
幹
線
課
長

先
に
、

県
の
事
業
に
同
意
を
受
け
、

事
業
の
進
捗
状
況
に
合
わ
せ

て
、
私
た
ち
も
早
い
時
期
で

の
事
業
を
進
め
る
よ
う
検
討

し
て
い
き
た
い
。

▲何とかならないか、吉田公民館の階段



１９

い
っ
ぱ
ん
質
問 太

陽
光
パ
ネ
ル
設
置
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

大
島
恒
典
議
員

問
題
点
を
協
議
し
た
い

答

水
資
源
保
護
の
規
制
を

す
べ
き
で
は
な
い
か

辻

水
資
源
を
保
護
す

る
上
で
水
質
汚
染
と
枯
渇
の

懸
念
が
あ
る
。
産
業
廃
棄
物

処
分
場
設
置
の
手
順
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

環
境
水
道
課
長

県
の
許

可
が
必
要
で
あ
る
。

辻

水
源
地
上
流
で

あ
っ
て
も
、
地
権
者
や
近
隣

の
同
意
と
県
の
許
可
が
あ
れ

ば
設
置
で
き
る
の
か
。

環
境
水
道
課
長

同
意
は

必
要
な
い
が
、
努
力
目
標
と

し
て
指
示
が
あ
る
と
は
思

う
。辻

県
が
許
可
す
れ
ば

市
町
村
は
規
制
で
き
な
い
と

い
う
問
題
が
あ
る
。
事
業
所

等
の
廃
液
排
水
の
立
ち
入
り

検
査
の
権
限
は
あ
る
の
か
。

環
境
水
道
課
長

知
る
範

囲
で
は
で
き
る
と
思
う
。

辻

水
源
の
枯
渇
に
つ

い
て
は
河
川
か
ら
の
直
接
の

取
水
は
で
き
な
い
と
思
う
が

地
下
水
の
く
み
上
げ
は
規
制

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

環
境
水
道
課
長

確
認
を

し
た
い
。

大
島

パ
ネ
ル
の
設
置
に

つ
い
て
、
丘
陵
地
や
山
間
部

で
は
土
砂
の
流
出
や
雨
水
の

流
れ
の
変
化
に
よ
る
災
害
も

危
惧
さ
れ
る
。
設
置
に
対
し

て
は
、
ど
の
よ
う
な
規
制
が

あ
る
の
か
。

企
画
政
策
課
長

3
0
0

0
㎡
以
上
の
開
発
行
為
を
行

う
場
合
に
は
事
業
計
画
を
出

し
て
も
ら
い
、
周
辺
部
に
影

響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
と

き
に
は
周
辺
住
民
の
同
意
を

得
る
こ
と
に
な
る
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長

農
振

地
域
で
あ
れ
ば
農
振
地
除
外

手
続
き
が
基
本
で
あ
り
、
申

請
が
あ
れ
ば
農
業
委
員
会
で

現
地
調
査
を
行
う
。

大
島

3
0
0
0
㎡
以
下

の
開
発
行
為
や
農
地
に
つ
い

て
は
、
形
状
変
更
し
な
い
設

置
等
で
曖
昧
な
部
分
が
残

る
。
も
し
も
災
害
が
起
こ
っ

た
時
の
責
任
の
所
在
を
明
確

に
し
て
い
く
た
め
、
パ
ネ
ル

設
置
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
策
定
も
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長

全
体
的
な
協
議
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

普
及
は

大
島

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
普
及
に
関
し
、国
か
ら

新
た
な
目
標
値
が
設
定
さ
れ

た
。嬉
野
市
で
の
普
及
率
は
。

市
長

実
績
ベ
ー
ス
で

72
・
7
㌫
。
県
下
第
2
位
の

普
及
率
と
な
っ
て
い
る
。

大
島

医
療
給
付
費
の
調

剤
費
に
つ
い
て
は
、
近
年
Ｃ

型
肝
炎
に
対
す
る
新
薬
の
開

発
や
、
悪
性
腫
瘍
の
治
療
に

関
し
て
高
額
の
薬
が
承
認
さ

れ
る
な
ど
、
国
保
の
運
営
に

も
大
変
危
惧
さ
れ
る
。
調
剤

費
を
下
げ
て
い
く
た
め
に

も
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
希
望

シ
ー
ル
の
配
布
も
今
後
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

平
成
30
年
か
ら
国

民
健
康
保
険
の
広
域
化
に
向

け
て
、事
務
の
平
準
化
の
協
議

が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を

踏
ま
え
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
希
望
シ
ー
ル
な
ど
の
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

有
害
鳥
獣
の
問
題

ど
う
対
応
す
る

大
島

近
年
捕
獲
頭
数
の

増
大
に
よ
り
処
理
方
法
が
課

題
で
あ
る
。
現
在
稼
働
中
の

西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

焼
却
処
理
が
最
も
ベ
タ
ー
な

方
法
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

市
長

現
在
、
セ
ン
タ
ー

周
辺
の
住
民
の
了
解
を
得
て

い
な
い
の
で
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。

▲一日も早い改良が望まれる火の口交差点

▲坊主原のソーラーパネル



２０

い
っ
ぱ
ん
質
問

職員の給与を改善
すべきだ

適切な給与である

西村信夫議員
市
答

移
動
式
解
体
処
理
車
の

導
入
の
検
討
を

田
中
政
司
議
員

情
報
を
集
め
て
み
た
い

答

西
村

働
き
方
改
革
で
総

務
省
有
識
者
研
究
会
は
自
治

体
で
働
く
非
正
規
公
務
員
に

期
末
手
当
を
支
給
す
る
よ
う

報
告
書
を
ま
と
め
た
。
本
市

も
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長

国
の
法
整
備
が
さ

れ
れ
ば
規
定
に
沿
っ
て
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
。

西
村

佐
賀
県
は
県
内
自

治
体
公
務
員
給
与
の
水
準
を

示
す
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
を

公
表
し
た
。
嬉
野
市
は
96
・

1
と
県
内
20
市
町
で
18
位
と

依
然
と
し
て
低
い
。
改
善
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

給
与
が
高
い
わ
け

で
は
な
い
が
、
勤
務
の
状
況

に
応
じ
て
給
与
は
支
払
わ
れ

る
の
で
、
私
は
今
の
方
針
で

や
っ
て
い
き
た
い
。

西
村

市
職
員
の
給
与
を

武
雄
市
や
鹿
島
市
の
職
員
並

に
引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

副
市
長

嬉
野
市
が
低
い

の
は
旧
町
か
ら
の
流
れ
だ
と

思
う
。
今
後
の
財
政
状
況
を

見
る
と
、
市
長
が
言
う
よ
う

に
適
切
な
支
給
だ
と
思
っ
て

い
る
。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
は

西
村

労
働
者
の
心
理
的

な
負
担
の
程
度
を
把
握
す
る

目
的
と
し
て
、
医
師
ま
た
は

保
健
師
で
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ

ツ
ク
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
が
、
本
市
の
職
員
や
非
常

勤
職
員
へ
の
対
応
は
。

市
長

昨
年
9
月
に
厚
労

田
中

全
国
的
に
鹿
や
イ

ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
が

増
え
る
中
、
そ
の
肉
を
食
用

と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
、

2
ト
ン
車
を
ベ
ー
ス
に
し
た

移
動
式
の
解
体
処
理
車
が
開

発
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
も

導
入
に
向
け
て
検
討
で
き
な

い
か
。

市
長

こ
の
よ
う
な
移
動

処
理
車
が
で
き
て
、
肉
の
活

用
に
成
果
が
上
が
る
と
い
う

こ
と
に
な
れ
ば
、
各
地
区
で

非
常
に
助
か
る
と
思
う
。
実

証
実
験
も
ど
の
よ
う
な
形
で

や
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
わ
か

ら
な
い
の
で
情
報
を
集
め
て

み
た
い
。

田
中

ジ
ビ
エ
料
理
と
し

て
市
内
の
飲
食
店
で
使
っ
て

頂
け
ば
、
ひ
と
つ
の
特
産
物

に
な
る
の
で
は
。

産
業
建
設
部
長

そ
の
よ

う
な
料
理
等
を
出
し
て
く
れ

る
店
が
あ
れ
ば
誘
客
に
つ
な

が
っ
て
く
る
の
で
は
と
思

う
。

新
幹
線
の
フ
ル
規
格
化
に

向
け
た
要
望
活
動
は

田
中

フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト

レ
イ
ン
（
以
下
Ｆ
Ｇ
Ｔ
）
の

試
験
走
行
車
両
に
乗
っ
た
感

想
は
ど
う
か
。

市
長

車
両
の
揺
れ
な
ど

は
あ
ま
り
感
じ
な
か
っ
た

が
、
室
内
の
狭
さ
や
貧
弱
さ

を
感
じ
た
。
Ｆ
Ｇ
Ｔ
の
導
入

に
当
た
っ
て
は
在
来
線
を
利

用
す
る
た
め
、
在
来
線
区
間

の
ト
ラ
ブ
ル
が
新
幹
線
に
大

き
く
影
響
を
及
ぼ
す
。
高
速

移
動
や
安
全
性
の
観
点
か
ら

フ
ル
規
格
で
の
整
備
が
必
要

と
強
く
感
じ
た
。

田
中

Ｆ
Ｇ
Ｔ
の
導
入
が

断
念
さ
れ
た
場
合
の
対
応
は

ど
う
考
え
て
る
か
。

市
長

今
ま
で
も
要
求
し

て
い
た
と
お
り
フ
ル
規
格
で

の
整
備
の
要
望
を
続
け
て
い

く
。田

中

フ
ル
規
格
実
現
へ

向
け
て
の
嬉
野
市
の
姿
勢
や

考
え
を
国
や
県
に
対
し
強
く

要
望
し
て
い
く
た
め
に
は
、

決
起
大
会
な
ど
を
市
民
挙
げ

て
開
催
す
る
こ
と
も
大
切
と

考
え
る
が
。

市
長

市
民
の
方
々
に
一

緒
に
な
っ
て
活
動
し
て
い
た

だ
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で

あ
る
。
沿
線
自
治
体
と
協
議

し
な
が
ら
開
催
に
向
け
て
努

力
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

※
茶
業
の
諸
問
題
に
つ
い
て

※
日
本
型
直
接
支
払
制
度
に

つ
い
て

▲ジビエの移動式解体処理車



２１

い
っ
ぱ
ん
質
問

主防災組織に
防災士の活用を

情報を集めていきたい

増田朝子議員
自
答

省
が
示
す
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
57
項
目
の
検
査
を
行
っ

た
。
今
後
、
高
ス
ト
レ
ス
者

の
対
応
と
ス
ト
レ
ス
の
多
い

職
場
の
改
善
に
取
り
組
む
。

西
村

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
の
調
査
結
果
を
示
せ
。

総
務
課
長

今
回
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
を
受
診
し
た
市

職
員
は
2
0
1
名
、
一
般
職

非
常
勤
と
臨
時
職
員
1
4
5

名
で
合
計
3
4
6
名
が
受
診

し
た
。
そ
の
中
で
高
ス
ト
レ

ス
と
診
断
を
受
け
た
職
員
は

24
名
で
あ
っ
た
。

西
村

高
ス
ト
レ
ス
と
診

断
さ
れ
た
職
員
へ
は
、
ど
う

対
応
し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

産
業
医
（
市

内
の
病
院
2
名
）
の
方
に
受

診
を
お
願
い
し
て
い
る
。

西
村

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
の
調
査
結
果
は
人
事
評
価

の
対
象
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。総

務
課
長

職
員
の
人
事

評
価
、
人
事
異
動
に
は
全
然

考
え
て
い
な
い
。

増
田

防
災
に
関
し
て
の

啓
発
は
。

総
務
課
長

防
災
に
関
し

て
の
活
動
支
援
、
災
害
が
発

生
す
る
前
の
避
難
を
お
願
い

し
て
い
る
。

増
田

阪
神
・
淡
路
大
震

災
後
、
災
害
対
応
に
当
た
っ

た
神
戸
市
職
員
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
も
と
に
作
成
さ
れ

た
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
形
式
の
防

災
教
材
と
し
て
の
「
ク
ロ
ス

ゲ
ー
ム
」
の
導
入
を
し
て

は
。総

務
課
長

ゲ
ー
ム
感
覚

で
行
え
る
の
で
、
自
主
防
災

組
織
の
中
で
図
上
訓
練
と
合

わ
せ
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。増

田

防
災
意
識
を
高
め

る
た
め
に
、
体
験
者
の
話
を

聞
け
な
い
か
。

市
長

被
災
地
区
の
自
治

体
職
員
の
方
に
お
願
い
し
た

い
。増

田

現
在
、
被
災
地
に

嬉
野
市
の
職
員
が
派
遣
さ
れ

て
い
る
。
帰
省
の
回
数
は
。

市
長

釜
石
市
に
1
人
、

石
巻
市
に
1
人
、
女
川
町
に

1
人
。
年
に
2
回
ほ
ど
帰
省

し
て
い
る
。

増
田

帰
省
時
に
、
市
民

に
対
し
て
現
地
の
状
況
の
報

告
の
機
会
を
作
れ
な
い
か
。

市
長

次
年
度
は
熊
本
に

も
出
向
の
予
定
な
の
で
、
東

北
と
熊
本
の
両
方
の
報
告
会

が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

増
田

防
災
士
に
つ
い
て

の
認
識
は
。

総
務
課
長

平
成
19
年
か

ら
22
年
、
県
の
補
助
を
受
け

て
市
内
に
39
名
の
防
災
士
が

い
る
。
地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
指
導
的
立
場
で

組
織
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
貢

献
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

増
田

市
職
員
の
中
に
防

災
士
は
い
る
か
。

総
務
課
長

副
市
長
含
め

5
名
。

増
田

地
域
住
民
と
の
関

わ
り
は
。

総
務
課
長

県
内
で
9
7

0
名
が
取
得
。
防
災
に
関
係

す
る
こ
と
を
話
題
に
挙
げ

て
、
助
言
を
頂
き
た
い
。

増
田

全
国
の
防
災
士
は

12
万
6
2
4
0
人
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
単
位
で
人
材
を
育
成

し
、
防
災
訓
練
に
参
加
し
て

も
ら
え
ば
、
市
民
の
防
災
意

識
も
高
ま
る
の
で
は
。

市
長

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

協
議
を
し
な
が
ら
情
報
を
集

め
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

※
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
取
組
に

つ
い
て

※
イ
ベ
ン
ト
の
あ
り
方
、
取

組
に
つ
い
て

▲久間コミュニティでの防災訓練の様子

▲なくしたい職場のストレス



２２

い
っ
ぱ
ん
質
問

新
婚
新
生
活
支
援
事
業
を

活
用
す
べ
き
で
は

梶
原
睦
也
議
員

有
効
で
あ
る
と
の
認
識
、

研
究
し
て
導
入
し
た
い

答

バティの利用拡大
どうする

いろいろな催しを検討する

生田健児議員
リ
答

梶
原

年
間
所
得
3
0
0

万
円
未
満
の
新
婚
世
帯
に
対

し
、
結
婚
に
伴
う
住
居
費
や

引
っ
越
し
費
用
を
最
大
18
万

円
支
給
す
る
国
の
結
婚
新
生

活
支
援
事
業
を
活
用
す
べ
き

で
は
。

市
長

人
口
減
少
社
会
に

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
有

効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。研
究
し
て
導
入
し
た
い
。

梶
原

例
え
ば
、
常
陸
太

田
市
で
は
新
婚
世
帯
に
対
し

月
最
大
2
万
円
、
最
長
3
年

の
家
賃
補
助
を
行
っ
て
お

り
、
人
口
増
対
策
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
が
。

市
長

今
ま
で
家
賃
補
助

は
具
体
的
に
や
っ
て
い
な

か
っ
た
が
、今
後
研
究
す
る
。

手
話
・
筆
談
マ
ー
ク

導
入
を

梶
原

全
日
本
ろ
う
あ
連

盟
に
よ
る
手
話
・
筆
談
マ
ー

ク
を
公
共
施
設
等
に
設
置
し

て
は
ど
う
か
。

市
長

設
置
で
き
る
よ
う

努
力
す
る
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
検
査
の

積
極
的
導
入
を

梶
原

Ａ
Ｂ
Ｃ
検
査
と
は
。

健
康
づ
く
り
課
長

血
液

検
査
に
よ
っ
て
ピ
ロ
リ
菌
感

染
の
有
無
と
胃
粘
膜
の
萎
縮

度
を
調
べ
る
検
査
で
あ
る
。

梶
原

特
定
健
診
に
Ａ
Ｂ

Ｃ
検
診
を
追
加
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
本
市
に
お
い
て

は
尿
素
呼
気
方
式
の
ピ
ロ
リ

菌
検
査
と
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
査
の
2

種
類
の
検
査
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
今
後
に
つ
い
て
は
Ａ

Ｂ
Ｃ
検
査
に
シ
フ
ト
し
幅
広

い
年
齢
層
が
受
診
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
づ
く
り
課
長

特
定

検
診
に
関
し
て
は
県
下
統
一

し
た
検
査
項
目
と
な
っ
て
い

る
の
で
、そ
こ
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
検

査
を
入
れ
る
の
は
難
し
い
。

ピ
ロ
リ
菌
検
査
に
つ
い
て
は

費
用
対
効
果
も
考
え
、
今
年

度
か
ら
全
面
的
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
検

診
に
切
り
替
え
る
予
定
で
あ

る
。

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の

整
備
は

梶
原

イ
ノ
シ
シ
駆
除
に

関
し
28
年
度
は
1
5
1
2
頭

に
な
っ
て
い
る
。
担
当
と
し

て
の
判
断
は
ど
う
か
。

農
林
課
長

い
ろ
い
ろ
と

施
策
は
行
っ
て
き
た
が
、
地

域
に
よ
っ
て
は
限
界
に
き
て

い
る
。
国
策
で
何
と
か
し
て

ほ
し
い
と
の
声
も
あ
る
。

梶
原

鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
の
整
備
を
進
め
る
べ

き
。市

長

鹿
島
市
や
太
良
町

と
政
策
的
な
情
報
も
共
有
し

な
が
ら
、
効
果
が
上
が
る
よ

う
取
り
組
む
。

生
田

嬉
野
市
社
会
文
化

会
館
リ
バ
テ
ィ
が
オ
ー
プ
ン

し
て
約
2
年
半
が
経
過
し
て

い
る
。
利
用
拡
大
に
向
け
今

後
の
課
題
は
。

市
長

い
ろ
い
ろ
な
催
し

を
検
討
し
、
リ
バ
テ
ィ
を
利

用
さ
れ
て
な
か
っ
た
方
に
、来

館
の
機
会
を
提
供
し
利
用
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

生
田

予
約
申
請
等
で
簡

略
化
で
き
な
い
か
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

電
話

確
認
後
、
リ
バ
テ
ィ
に
お
い

て
申
請
し
、
そ
の
後
許
可
証

と
納
付
書
を
郵
送
し
5
日
以

内
に
納
付
し
て
頂
く
。
制
度

上
、
そ
の
よ
う
に
お
願
い
し

て
い
る
。

生
田

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
行
事
案
内

は
記
さ
れ
て
い
る
の
か
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
入
力
で
き
て

い
な
い
。
行
事
案
内
等
は

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
だ
け
で

行
っ
て
い
る
。

生
田

予
約
の
仕
方
の
Ｐ

Ｒ
等
で
き
な
い
か
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

最
終

的
に
は
各
担
当
者
が
ペ
ー

パ
ー
で
確
認
し
て
い
る
状
況

な
の
で
、
庁
舎
全
体
の
問
題

と
し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

生
田

貸
出
機
材
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
す
予
定

は
あ
る
の
か
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

財
政

的
な
問
題
も
あ
る
が
、
検
討

し
た
い
と
思
う
。

生
田

貸
出
機
材
は
音
楽

機
材
が
中
心
だ
が
、
3
Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
な
ど
触
れ
る
機
会

▲イラスト表現した新婚カップル



２３

い
っ
ぱ
ん
質
問

業誘致の状況は

現在、手応えの企業はない

山口 要議員
企
答

山
口

最
初
の
誘
致
企
業

で
あ
る
「
ペ
ッ
ツ
ベ
ス
ト
」

以
降
の
動
き
は
ど
う
か
。

企
画
政
策
課
長

事
務
系

の
企
業
を
中
心
に
動
い
て
は

い
る
が
、
ま
だ
手
応
え
を
感

じ
て
い
る
企
業
は
な
い
。

山
口

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

と
し
て
、
体
当
た
り
で
企
業

訪
問
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

そ
の
こ
と
は
十
分

理
解
し
て
い
る
の
で
、
今
後

と
も
努
力
を
し
て
い
く
。

山
口

今
後
の
誘
致
企
業

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
は
、

ア
ニ
メ
等
の
ゲ
ー
ム
制
作
を

中
心
と
し
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
産
業
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

有
効
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
課
長

県
へ
の

引
き
合
い
企
業
を
み
る
と
、

そ
の
よ
う
な
企
業
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
十
分
に

情
報
を
つ
か
ん
で
い
き
た
い
。

山
口

企
業
誘
致
ビ
ル
の

今
後
の
動
き
は
ど
う
か
。

企
画
政
策
課
長

企
業
誘

致
ビ
ル
は
、
平
成
30
年
度
末

を
完
成
予
定
と
し
て
い
る
。

場
所
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数

カ
月
で
決
定
を
し
た
い
。

観
光
対
策
ど
う
す
る

山
口

最
近
5
カ
年
の
観

光
客
動
向
を
み
る
と
、
毎

年
、
前
年
比
微
増
で
推
移
を

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
特

に
外
国
人
客
の
増
加
が
顕
著

で
あ
る
が
、
今
後
の
対
策

を
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

う
れ
し
の
温
泉
観
光
課
長

観
光

客
の
増
に
つ
い
て
は
、ま
ち
・

ひ
と
・
仕
事
戦
略
の
中
で
行

う
べ
き
事
業
を
行
い
な
が
ら

進
め
て
行
く
。

山
口

外
国
人
客
へ
の
戦

略
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

う
れ
し
の
温
泉
観
光
課
長

現
在

は
韓
国
が
多
い
が
、
今
後
に

つ
い
て
は
、
タ
イ
を
含
め
た

東
南
ア
ジ
ア
各
国
に
も
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
き
た
い
。

教
育
問
題
ど
う
対
応

山
口

鳥
栖
市
は
小
・
中

校
の
全
洋
式
ト
イ
レ
化
を
進

め
て
い
る
。
本
市
も
取
り
組

む
考
え
は
な
い
か
。

市
長

将
来
的
に
和
式
便

所
を
い
く
ら
か
残
し
な
が
ら

洋
式
ト
イ
レ
に
変
え
た
い
。

山
口

小
1
プ
ロ
ブ
レ
ム

は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

教
育
長

各
学
校
に
確
認

を
し
た
が
、
あ
っ
て
い
な

い
。山

口

発
達
障
が
い
児
の

現
況
と
、
そ
の
対
応
は
。

教
育
長

発
達
障
が
い
の

子
ど
も
は
年
々
増
加
傾
向
で

あ
る
。
そ
の
対
策
と
し
て
、

各
学
校
に
支
援
員
を
配
置
し

対
応
し
て
い
る
。

が
な
い
機
材
を
貸
出
機
材
と

し
て
用
意
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー

を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

全
庁

で
考
え
て
い
く
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通

事
故
対
策
に
取
り
組
め

生
田

自
動
停
止
装
置
を

装
備
の
車
も
増
え
て
い
る
。

安
全
対
策
の
整
っ
た
車
に
買

い
替
え
る
際
に
、
市
か
ら
補

助
等
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長

安
全
意
識
の
啓
発

や
運
転
免
許
返
納
制
度
等
を

活
用
し
な
が
ら
事
故
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

聖
地
巡
礼
ど
う
す
る

生
田

唐
津
市
が
人
気
ア

ニ
メ
の
舞
台
に
な
り
、
多
く

の
若
者
が
訪
れ
て
い
る
。
映

画
や
ア
ニ
メ
、
漫
画
の
舞
台

を
フ
ァ
ン
が
訪
れ
る
現
象
に

つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

市
長

機
会
が
あ
れ
ば
、

嬉
野
も
誘
致
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

▲「ペッツベスト」が入居している産業文化センター

▲リバティでの行事掲示板



先進事例を調査

定住促進の
取り組みを調査

総
務
企
画

常
任
委
員
会

議
会
運
営
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
や
通
年
議
会
で
の

議
会
運
営
、
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
な

ど
の
議
会
改
革
や
政
策
提
案

に
つ
い
て
先
進
的
な
取
り
組

み
を
さ
れ
て
い
る
滋
賀
県
大

津
市
議
会
を
視
察
し
た
。

委
員
会
の
意
見

「
通
年
議
会
」
に
つ
い
て

は
、
突
発
的
な
事
故
や
災
害

が
発
生
し
た
場
合
の
議
会
機

能
の
充
実
を
考
え
た
場
合
、

当
市
議
会
に
お
い
て
も
検
討

に
値
す
る
と
考
え
る
。

「
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
は
嬉
野

市
議
会
が
定
め
る
災
害
対
策

支
援
本
部
要
領
の
趣
旨
と
基

本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
も
の

と
思
わ
れ
た
。

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
事
業
」
は
、

財
源
に
あ
る
程
度
の
余
裕
が

あ
る
自
治
体
で
な
け
れ
ば
難

し
い
の
で
は
と
い
う
の
が
率

直
な
感
想
で
あ
る
。
嬉
野
市

議
会
で
も
予
算
面
な
ど
考
慮

し
な
が
ら
で
は
あ
る
が
、
す

ぐ
に
で
も
検
討
す
べ
き
課
題

で
あ
る
。

「
政
策
検
討
会
議
」
は
、

会
派
制
か
ど
う
か
の
違
い
だ

け
で
、
嬉
野
市
議
会
の
政
策

討
論
会
と
同
じ
よ
う
な
流
れ

と
思
わ
れ
た
。

「
市
議
会
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
議
会
版
実

行
計
画
）」
は
「
議
会
マ
ニ
ュ

フ
ェ
ス
ト
」
と
も
い
え
る
も

の
で
あ
る
。
嬉
野
市
議
会
に

お
い
て
も
議
会
改
革
を
進
め

る
中
、4
年
間
で
何
を
な
す
べ

き
か
の
計
画
の
作
成
は
意
義

あ
る
取
り
組
み
と
考
え
る
。

全
国
的
な
人
口
減
少
が
続

く
中
、
各
自
治
体
で
は
転
出

抑
制
、
転
入
増
加
の
施
策
な

ど
を
含
め
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
よ
う
と
さ
ま
ざ
ま

な
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

嬉
野
市
に
お
い
て
も
、
平

成
20
年
度
に
定
住
促
進
条
例

を
制
定
、
3
年
毎
に
延
長
を

行
い
9
年
が
経
過
し
、
平
成

28
年
度
末
が
期
限
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
の
人
口
減
少
や

新
幹
線
の
開
業
に
よ
り
通
勤

圏
の
拡
大
の
機
会
を
考
え
た

時
、
定
住
促
進
条
例
は
必
要

と
考
え
、
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー

で
条
例
を
制
定
し
て
い
る
多

久
市
の
定
住
促
進
の
事
業
を

調
査
し
た
。

委
員
会
の
意
見

多
久
市
で
は
2
年
毎
の
改

正
を
行
い
な
が
ら
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く

さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
を
展

開
し
て
い
る
。
特
に
、
子
育

て
世
代
や
新
婚
世
帯
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
た
施
策
に
軸

足
を
移
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
た
。
嬉
野
市
に

お
い
て
も
、
今
後
の
人
口
動

態
を
勘
案
し
た
時
、
市
存
続

の
た
め
に
は
雇
用
の
創
出
や

交
流
人
口
の
活
性
化
と
共

に
、
転
出
防
止
や
転
入
増
加

の
施
策
は
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
今
回
、
定
住
促
進
条
例

改
正
の
議
案
が
提
出
さ
れ
る

と
思
う
が
、
毎
年
追
跡
調
査

や
検
証
を
実
施
し
、
時
代
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
則
し
た

改
正
を
行
い
な
が
ら
定
住
促

進
条
例
の
存
続
を
望
む
。

議 会
運営委員会
先
進
的
な

議
会
改
革
を
視
察

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

▲多久市で調査する総務企画委員

▲大津市議会で説明を受ける議会運営委員

２４



学ぶ学ぶ市議会の
30
日
間

政
策
提
案
の
一
環
と
し
て

読
書
基
本
条
例
の
議
会
提
出

を
目
指
し
て
視
察
研
修
を
重

ね
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
回
は
、
宮
崎
県
高

千
穂
町
の
家
族
読
書
条
例
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

委
員
会
の
意
見

高
千
穂
町
で
は
、
全
国
に

先
が
け
て
平
成
16
年
に
家
族

読
書
条
例
と
し
て
制
定
さ
れ

て
い
る
。

高
千
穂
町
の
図
書
館
活
動

は
、
本
市
と
同
じ
よ
う
な
内

容
で
あ
る
が
、
夜
神
楽
や
民

話
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
文
化

の
素
地
が
あ
る
の
で
早
く
か

ら
読
書
活
動
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

図
書
館
の
活
動
は
一
朝
一
夕

に
効
果
が
現
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
地
道
で
時
間
が
か
か

る
。
ま
た
、
読
書
は
個
人
的

な
趣
向
を
と
も
な
う
。
し
か

し
、
い
か
に
科
学
技
術
が
発

達
し
よ
う
と
も
、
そ
れ
を
ど

う
活
か
し
て
い
く
か
は
人
間

し
だ
い
で
あ
り
、
心
豊
か
な

人
間
性
が
今
以
上
に
求
め
ら

れ
て
く
る
と
思
う
。

こ
の
た
め
読
書
条
例
の
内

容
は
、
読
書
活
動
や
図
書
館

活
動
に
事
細
か
く
決
め
込
む

の
で
は
な
く
、
広
く
読
書
に

親
し
み
、
個
々
人
の
教
養
を

高
め
る
こ
と
こ
そ
、
人
づ
く

り
、
ひ
い
て
は
嬉
野
の
ま
ち

づ
く
り
に

つ
な
が
る

と
い
う
理

念
を
こ
め

た
宣
言
文

の
よ
う
な

読
書
条
例

作
成
を
目

指
す
べ
き

で
は
な
い

か
と
感
じ

た
。

文 教 福 祉
常任委員会
読
書
基
本
条
例
で

研
修

附託事件名

観光施策について

小中一貫校について
読書条例について

環境問題について

調査レポートは6月議会号に掲載。

附託委員会名

総務企画常任委員会

文教福祉常任委員会

産業建設常任委員会

内 容
開会、会議録署名
議員の指名、会期
の決定、諸般の報
告、議案一括上
程、委員長報告
議案の詳細説明
常任委員会
常任委員会
常任委員会

一般質問
一般質問
一般質問

（※午前中：中学校卒業式）

議案審議
議案質疑
議案質疑

（※午前中：小学校卒業式）

（振替休日）
討論、採決、閉会

議会関連

本会議

委員会
委員会
委員会
委員会
休 会
休 会
休 会
本会議
本会議
本会議
休 会
休 会
休 会
休 会
本会議
本会議
本会議
休 会
休 会
休 会
休 会
休 会
本会議

曜

月

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火

日 付

２月２７日

２月２８日
３月１日

２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
１０日
１１日
１２日
１３日
１４日
１５日
１６日
１７日
１８日
１９日
２０日
２１日

議会交際費支出状況
（平成２８年４月１日より平成２９年３月３１日まで）

支出金
５，０００
２１，６００
７０，０００

０
３０，６７２
１２７，２７２

・御祝 公的性格を有する団体への支出
・会費 上部団体並びに公的性格を有する団

体との協議会費
・その他の内訳 行政視察手土産

件 数
１
２
８
０
９
２０

項 目
香 典
供 花
御 祝
会 費
その他
計

次
回
の
テ
ー
マ

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

市
議
会
の
３０
日
間

議
会
交
際
費

▲高千穂町で読書条例を研修する文教福祉委員

２５



高いか
　安いか
高いか
　安いか議員報酬

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

先
般
、
佐
賀
県
内
の
20
市

町
議
会
と
県
議
会
議
員
の
報

酬
額
が
公
表
さ
れ
た
。

各
自
治
体
の
財
政
規
模
で

も
違
う
が
、
議
会
の
活
動
が

報
酬
に
あ
っ
た
も
の
か
、
各

議
員
が
報
酬
に
見
合
っ
た
活

動
や
改
革
を
し
て
い
る
の
か

が
極
め
て
大
事
で
あ
る
。

今
日
、
若
者
の
議
会
へ
の

無
関
心
や
議
員
へ
の
立
候
補

も
少
な
く
な
っ
て
く
る
中
、

無
投
票
の
状
況
も
表
わ
れ
、

こ
の
ま
ま
で
は
議
会
活
動
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な

い
。
原
因
は
、
議
員
と
し
て

の
仕
事
に
魅
力
が
な
い
の

か
、
報
酬
が
少
な
い
の
か
。

嬉
野
市
議
会
の
改
選
を
来

年
に
控
え
、
議
員
も
市
民
も

こ
の
こ
と
を
考
え
て
み
て
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

言霊という言葉を知っていますか。言霊と
は、言葉にも魂があるという意味です。人や
動物に魂があるように、言葉にも魂がありま
す▼中学1年生の頃、私はクラスでバカなど
の言葉を耳にしても、あまり気にしていませ
んでした。しかし、ある日、母から言霊のこ
とを聞いて、そんな言葉を気にするようにな
りました▼言葉は、字や物のように形に残り
ません。けれど、人の心にはずっと残ります。
たった一言で温かい気持ちにも悲しい気持ち
にもなります。言った人は覚えていなくて
も、言われた人の心には残ります▼言葉は便
利で、私たちの生活には必要なものです。し
かし、とても怖いものです。人がいろいろな
ことができるように、言葉もときには優しい
手になり、また、ムチにもなります▼人は一
生、言葉と向き合わなくてはいけません。だ
から、もっと言葉を上手に使わなければいけ
ないと思います。言葉は形に残らない分、使
い方が難しく、自分の言葉には責任を持つ必
要があるのです。私は、みんなにもっと言霊
について知ってもらい、言葉についてもう一
度考えてほしいです。

議会広報編集特別委員会
委
員
長

山
下
芳
郎

副
委
員
長

山
口
忠
孝

委

員

山
口

要

〃

織
田
菊
男

〃

芦
塚
典
子

〃

森
田
明
彦

〃

川
内
聖
二

〃

生
田
健
児

コ
ラ
ム

議
会
人
と
な
っ
て
三
年

が
経
ち
、
こ
れ
ま
で
嬉
野

市
政
の
改
革
や
活
性
化
に

繋
が
れ
ば
と
、
他
の
自
治

体
で
視
察
や
研
修
を
行
っ

て
き
た
▼
温
泉
の
源
泉
集

中
管
理
や
観
光
街
の
一
方

通
行
化
、
そ
し
て
無
電
柱

化
を
取
り
入
れ
、
ま
ち
の

威
信
を
か
け
た
あ
つ
み
温

泉
の
取
り
組
み
。
初
め
て

新
幹
線
が
来
る
こ
と
で
、

ま
ち
の
過
疎
化
対
策
を
行

な
っ
た
青
森
県
今
別
町
の

努
力
。
農
業
の
天
敵
で
あ

る
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
研

究
さ
れ
て
い
る
三
重
県
農

業
研
究
所
や
最
終
処
分
に

力
を
入
れ
ら
れ
て
い
る
徳

島
県
佐
那
河
内
村
の
技
術

▼
全
国
の
自
治
体
に
我
が

ま
ち
を
重
ね
合
わ
せ
、
今

後
の
嬉
野
市
発
展
の
た
め

少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
勉
強

し
邁
進
し
て
い
き
た
い
。

（
聖
二
）

中
学
生
の
声

こ
と
だ
ま

言
霊
に
つ
い
て

嬉
野
中
学
校

小
部
薫
子

２０市町議会と県議会の状況
費用弁償
（円／１回）

－
実費相当額

２，６００
実費相当額

１，８００
１，８００
１，９００
－
－

２，６００
－
－

１，０００
１，８００
３，５００
１，４００
－
９００

１，６００
１，８００
３，０００

※人口は、１月末（一部は２月１日）現在、県は推計。武雄市の定員は１８年４月から
２０、小城市は２月から２０、嬉野市は１月から１６、伊万里市は１９年４月から２１。
費用弁償で上峰町は広報編集委員会出席のみ。太良町は会期中を除く。県は自宅が
４㌔以上はなれている議員には別途ガソリン代支給。

政務活動費
（円／年）
６００，０００
３６０，０００
３６０，０００
２５０，０００
１００，０００

－
－

２４０，０００
２４０，０００

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

３，６００，０００

議員報酬
議員

５５３，０００
４３８，０００
４１３，０００
４０７，０００
４１０，０００
３３４，０００
３７４，０００
３１０，０００
３１０，０００
３４５，０００
２３３，０００
２５６，０００
２４６，０００
２５３，０００
２６３，０００
２５２，０００
２４２，３００
２５４，０００
２５５，０００
２４３，０００
７６０，０００

副議長
６０７，０００
４５９，０００
４４１，０００
４３５，０００
４４０，０００
３５４，０００
４０１，０００
３３０，０００
３３２，０００
３７１，０００
２５０，０００
２８０，０００
２６６，０００
２７１，０００
２８５，０００
２６９，０００
２５８，４００
２７１，０００
２７４，０００
２５８，０００
８２０，０００

議長
６９２，０００
５０３，０００
４９３，０００
４８６，０００
４９０，０００
４２０，０００
４６０，０００
４００，０００
４００，０００
４４１，０００
３１０，０００
３４４，０００
３２９，０００
３２６，０００
３６４，０００
３２４，０００
３１０，８００
３２６，０００
３２８，０００
３１１，０００
９４０，０００

定数

３６
３０
２２
２４
２４
１６
２２
１８
２０
１６
１２
１３
１０
１６
１２
１６
１０
１０
１６
１１
３８

人口

２３４，５９１
１２４，９３９
７２，７８８
５６，００３
４９，６６９
３０，２０２
４５，６４１
２６，９６４
３２，０２８
１９，９２８
１６，２０１
１７，３７５
９，５９９
２５，５４５
５，８７６
２０，５２３
６，８１２
９，６６９
２３，９７４
９，１３０

８２７，３９１

佐 賀 市
唐 津 市
鳥 栖 市
伊万里市
武 雄 市
鹿 島 市
小 城 市
嬉 野 市
神 埼 市
多 久 市
吉野ヶ里町
基 山 町
上 峰 町
みやき町
玄 海 町
有 田 町
大 町 町
江 北 町
白 石 町
太 良 町
佐 賀 県

★この印刷物は、１部あたり４９円でできています。
２６
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